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（単位:人）

構成比 構成比 構成比

昭 和 60 年 39,538 9,357 23.7% 25,624 64.8% 4,557 11.5%

平 成 2 年 40,811 8,454 20.7% 27,042 66.3% 5,315 13.0%

平 成 7 年 41,694 7,552 18.1% 27,759 66.6% 6,383 15.3%

平 成 12 年 41,204 6,512 15.8% 27,423 66.6% 7,269 17.6%

平 成 17 年 39,453 5,505 14.0% 25,919 65.7% 8,027 20.3%

資料：国勢調査（平成12年までは海津町･平田町・南濃町の合計値）

65歳以上0～14歳 15～64歳総人口

平成17年総人口39,453人には年齢不詳2人を含む。

１．統計資料による海津市の現状 

 

（１）海津市の人口 

平成 17 年の国勢調査によると、本市の総人口は 39,453 人となっています。昭和 60

年からの推移をみると、昭和 60 年から平７年までは増加傾向にありましたが、平成 12

年には減少に転じています。 

年齢３区分別人口の推移についてみると、少子高齢化の進行が顕著に現れています。

65 歳以上の高齢者人口は増加傾向が続いており、平成 12 年には初めて０～14 歳の年少

人口を上回り、その後もその差は拡大しています。 

高齢者人口の総人口に占める割合（高齢化率）は平成 17 年には 20.3％となっており、

これは全国平均 20.1％より 0.2 ポイント高く、岐阜県平均 21.0％より 0.7 ポイント低

い割合となっています。 

一方、年少人口が総人口に占める割合（年少人口比率）は、平成 17 年には 14.0％と

なっており、これは全国平均 13.7％より 0.3 ポイント高く、岐阜県平均 14.5％より 0.5

ポイント低い割合となっています。 

生産年齢である15～64歳の人口は、この20年間65％前後で、ほぼ横ばいとなっています。 

 

■人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3

23.7

18.1

15.8

14.5

13.7

64.8

66.6

66.6

64.4 21.0

14.0

20.7 66.3

65.7

65.8

17.6

15.3

11.5

13.0

20.1

20.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

岐阜県（平成17年）

国（平成17年）

資料：国勢調査

0～14歳 15～64歳 65歳以上

■年齢３区分別人口割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高齢者人口と年少人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料:国勢調査
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資料：岐阜県人口動態調査
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資料：岐阜県人口動態調査
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（２）人口動態の推移 

 出生数と死亡数による自然動態の増減を平成 13 年以降でみると、死亡数が出生数を

上回る自然減が続いており、平成 16 年以降はその差が拡大してきています。 

 また、転入と転出による社会動態の増減を同様に平成 13 年以降でみると、転出が転

入を上回る社会減が続いています。 

 

 

■自然動態の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■社会動態の推移 
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資料：国勢調査
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世帯

世帯数 1世帯あたりの人員

人

世帯数 構成比 世帯数 構成比

昭 和 60 年 9,422 3,392 36.0% 170 5.0%

平 成 2 年 9,873 3,860 39.1% 190 4.9%

平 成 7 年 10,548 4,475 42.4% 250 5.6%

平 成 12 年 11,067 4,951 44.7% 331 6.7%

平 成 17 年 11,303 5,332 47.2% 466 8.7%

資料：国勢調査（平成12年までは南濃町･平田町･海津町の合計値）

高齢単身者世帯
一般世帯数

合計
高齢者のいる世帯

（３）世帯の状況 

総世帯数の推移を国勢調査の結果でみると、昭和60年から平成17年までの20年間、

増加を続けており、平成 17 年には 11,315 世帯となっています。したがって、１世帯当

たりの人員は減少傾向にあり、平成 17 年は 3.49 人となり、核家族化が進んでいること

がうかがえます。 
 高齢者世帯についてみると、一般世帯数に占める割合は増加し続けており、平成 17

年では 47.2％となっています。また、高齢者世帯に占める高齢単身者(ひとり暮らし高

齢者)の増加も目立っており、平成 17 年では 8.7％となっています。 

 

■総世帯数と１世帯あたりの人員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高齢者世帯の推移 
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（単位:世帯）

母子 父子 母子 父子

96 38 108 25

0.9% 0.3% 1.0% 0.2%

資料：国勢調査
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 ひとり親世帯は、平成 17 年国勢調査によると、母子世帯が 108 世帯(一般世帯数の

1.0％)、父子世帯が 25 世帯(同 0.2％)となっています。 

 生活保護世帯について平成 13 年以降の動向をみると、国、県ともに増加傾向にあり

ますが、海津市は国、県に比べて保護率は低く、この２～３年は 1.5％前後となってい

ます。 

 

■ひとり親世帯 
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資料：福祉総務課 
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■障害者手帳所持者等の人数（平成19年３月現在）
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自立支援医療（精神通院）受給者

人

障害児（18歳未満） 18～64歳 65歳以上

資料：【身体・知的】　障害福祉課、【精神】　健康課
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■身体障害者手帳所持者の障害原因(平成19年３月末現在）

（４）障害のある人の状況 

①障害者手帳所持者等の人数 

 
 障害者手帳を持っている人は、身体に障害者のある人が最も多く、中でも高齢者の占

める割合が高くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体障害者手帳所持者の障害原因をみると､「脳血管障害」が 15.6％で最も多く、次

いで「心疾患」の 14.3％、「関節の疾患」の 7.0％となっています。 
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■要介護度別割合(平成19年３月末現在）

要支援１

 1人
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 64人

要支援２

 6人

要支援２

 108人

要介護１

 5人

要介護１

 128人

要介護２

 9人

要介護２

 287人

要介護３

 10人

要介護３

 222人

要介護４

 4人

要介護４

 191人

要介護５

 6人

要介護５

 235人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１号

第２号

■被保険者の割合

(平成19年３月末）

41人

3.2%

 1,235人

96.8%

第１号

第２号

②介護保険要支援・要介護認定者数 

 
 平成 19 年３月末現在、要介護認定者のうち第１号被保険者（65 歳以上）は 1,235 人、

第２号被保険者（40～64 歳）は 41 人となっています。 

それぞれの要介護度別認定者の割合は、第１号被保険者では、要介護２が 287 人

（23.2％）で最も多く、第２号被保険者では、要介護３の 10 人(24.4％)となっていま

す。 
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資料：国勢調査

第１次産業 第２次産業 第３次産業 分類不能の産業    

（５）産業構造の状況 

 国勢調査による海津市の産業構造の推移を見ると、第１次産業と第２次産業は減少傾

向にあり、第３次産業は増加傾向にあります。 

 

■産業別就業者数の推移 
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名称 認証年月 分類

セーフティサポートコミュニティ平田 平成14年3月 地域安全活動

南濃おやじの会 平成15年7月 子どもの健全育成を図る活動

アクアフィールド長良 平成16年4月 学術、文化又はスポーツの振興を図る活動

まごの手クラブ 平成16年12月 保健、医療又は福祉の増進を図る活動

ゆうゆうアテンダント 平成19年3月
障害者の自立と生きがい等を高め福祉活動
の増進を図る活動

海津地区 平田地区 南濃地区

民生委員・児童委員 76人 27 18 31

福祉推進委員 224人 89 32 103

ボランティア(団体） 58団体 18 14 26

ボランティア(個人） 31人 15 5 11

ＮＰＯ等市民活動団体 ５団体 1 2 2

自治会・区会（南濃） 150カ所(10,874世帯） 91 32 27

地区老人クラブ 88団体(7,851人） 40 20 28

社会福祉協議会 １カ所 海津支所 平田支所 本所

地区福祉活動協議会 ４団体 4 － －

総　数人･団体等

人･団体等

民生委員・児童委員

福祉推進委員

ボランティア(団体）

ボランティア(個人）

ＮＰＯ等市民活動団体

自治会・区会（南濃）

老人クラブ

社会福祉協議会

地区福祉活動協議会 地域福祉活動

生活支援・地域活動支援・福祉サービスの提供

自治組織相互の連絡調整・福祉の向上・市政への協力

社会奉仕・健康増進活動

地域福祉事業・相談事業・小地域福祉活動

見守り・支援活動

情報提供・福祉サービスの提供

情報提供・福祉サービスの提供

主な活動内容

相談・見守り・支援活動

（６）地域福祉を支える人･団体等の状況 

 

■海津市の地域福祉を支える人･団体等（平成 19 年４月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■上記の人・団体等の主な活動内容 
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地区 団　　体　　名 主な活動内容 人数
喫茶ボランティア 施設での喫茶サービス 45
食生活改善協議会海津支部 食事サービス（調理） 96
つくし会 レクリエーション活動 20
ひなたぼっこ 本の読み聞かせ 6
ひまわりグループ（海津） 施設訪問活動 15
海津陶芸クラブ 食事サービス（調理） 14
AN 食事サービス（調理） 12
ゆう・優 食事サービス（調理） 10
やまびこ 広報誌の音訳 11
手話サークル　ゆかいな仲間達 手話学習会 16
くぬぎの会 不登校・ひきこもり防止 23
ガーデナー倶楽部 三川公園維持管理 42
海津明誠高校 食事サービス・高齢者交流 57
アジア障害者の会 発展途上国支援 1
海津地区民生委員児童委員協議会 見守り活動 27
海津地区福祉推進委員会 見守り活動 90
海津市レクリエーション協会 レクリエーション活動 41
海津健康太極拳クラブ 健康太極拳 44
フラワーの会 食事サービス（調理） 8
食生活改善協議会平田支部 食事サービス（調理） 56
ヨセミテの会 清掃活動等 12
海津カットボランティア 施設でのカットサービス 25
サークルカンナ 社協だよりの音訳 7
ひまわりグループ(平田） 車いす介助 7
おっはーサロン サロン活動 7
らくらくサロン サロン活動 25
ほほえみ サロン活動 18
セーフティサポートコミュニティ平田 災害救援・地域安全活動 36
ひらたガールズ シーツ交換 5
平田青年クラブ 地域福祉活動 11
平田地区民生委員児童委員協議会 見守り活動 18
平田地区福祉推進委員会 見守り活動 32
海津市赤十字奉仕団 高齢者支援活動 124
海津救急支援ボランティアチーム 救急支援活動 31
ひまわり会 シーツ交換・車いす介助 4
心をつなぐ会 防犯パトロール 17
仲良しグループ おやつ作り 8
志津新田ふれあいサロン サロン活動・施設レクリエーション 9
南濃おもちゃ図書館とろーる おもちゃ図書館 7
エッセンス 広報誌・社協だより点訳 8
いきいきサロン・みどり サロン活動 8
そよかぜ シーツ交換・車いす介助 5
すみれ会 施設レクリエーション 10
南濃町手話サークル 手話学習会・障害者支援 12
くるま座 車いす修理 8
みどり 食事サービス（調理） 23
みかん倶楽部 車いす介助・シーツ交換 9
ほほえみクラブ おやつ作り 20
食生活改善協議会南濃支部 食事サービス（調理） 80
ほうれんそう 本の読み聞かせ 5
みのサイエンスボランティア会 科学工作教室 4
南濃一座 レクリエーション活動 7
志津ふれあいサロン サロン活動 7
南濃地区民生委員児童委員協議会 見守り活動 31
海津市更正保護女性会 地域犯罪予防 95
南濃北部地区防犯地区防犯パトロール隊 地域パトロール 24
奥条地区城山小スクールボランティア 児童登下校の見守り 24
わかば 食事サービス（配食） 27

1,444

南
濃
地
区

（
2
6
団
体

）

合計58団体

海
津
地
区

(

1
8
団
体

）

平
田
地
区

(

1
4
団
体

）

■海津市市民活動ボランティアセンター登録団体（平成 19 年４月現在） 
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 (SA) N = 868

男性

41.7%

女性

57.0%
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1.3%

 (数量) N = 868
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２．市民アンケート調査の結果(抜粋) 

 

（１）調査の概要 

調 査 地 域 海津市全域 

調査対象者 平成 18 年 9 月 1 日現在、海津市に住んでいる 18 歳以上の市民 

調 査 期 間 平成 18 年 9 月 19 日（火）～平成 18 年 10 月 20 日（金）まで 

配 布 数 2,000（無作為抽出） 

回 収 数  868（回収率 43.4％） 

 

グラフの見方 

・「Ｎ」または「サンプル数」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する 

人数）を示す。 

・図表中の「ＳＡ」は単数回答、「ＭＡ」は複数回答を示す。 

 

（２）回答者の属性について 

■回答者の性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答者の年齢構成 
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 (SA) N = 868
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 (SA) N = 868
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友人や知人と同居

その他

不明

%

■居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主な職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■海津市での居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域とのかかわりについて 

 

①毎日の暮らしの中で不安を感じることとして、自分や家族の「健康に関すること」と「老後に関する 

こと」が多く、過半数を占めています。 

②生活をする上で困ったとき、誰かに相談したことがある人は 51.0％ 

②-1 相談した相手は「家族」が最も多くなっています。 

③ふだん近所の人との付き合いについては、年代が高くなるほど、また男性より女性の方が付き合いの 

程度が深い傾向がみられます。 

④日常生活が不自由になったときに地域で「してほしい手助け」としては、「様子を見に行ったり声を

かける」が最も多く、次いで「訪問したり話し相手になる」「車で送り迎えをするなど外出の手助け

をする」「介護や看護をする」などが各年代ともに多い結果となっています。18～30 代の特徴として

は、「短時間の子どもの預かり」が他の年代に比べて多いことが挙げられます。 

 (SA) N = 868

27.4

2.1

12.4

0.0

1.5

15.0

2.6

10.7

25.5

0.7

2.1

0 10 20 30

正社員・正職員

派遣社員・契約社員

自営業（商店、企業経

営、農林漁業など）・

在宅勤務

内職・家族従業

パート、アルバイト

（学生を除く）

学生

家事専業

無職（年金等生活者な

ど）

その他

不明

%
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 (MA) N = 868

51.3

50.8

18.7

12.9

10.4

10.5

36.5

11.9

39.9

10.3

1.2

2.0

0 20 40 60

自分や家族の健康に関

すること
自分や家族の老後に関

すること

仕事に関すること

人間関係に関すること

住まいに関すること

生きがいに関すること

収入や家計に関するこ

と

子育てに関すること

災害に関すること

特に不安を感じること

はない

その他

不明

%

 (SA) N = 868

はい

51.0%
いいえ

46.5%

不明

2.5%

 (MA) N = 442

77.4

26.9

8.8

41.0

2.7

1.1

0.9

0.5

7.0

2.3

5.2

0.9

0.5

0 20 40 60 80 100

家族

親戚

近所の人

知人・友人

学校の先生・恩師

区･自治会などの役員

民生委員・児童委員

人権擁護委員

医療機関（医師・看護

師等）
社会福祉法人等の民間

団体（社協等）
行政（市役所の相談窓

口や保健センター等）

その他

不明

%

 
⑤「自分でできる手助け」について、上記の「してほしい手助け」と同じ選択肢での回答を求めたとこ

ろ、「してほしい手助け」で多かった「様子を見に行ったり声をかける」「訪問したり話し相手になる」

は、「自分でできる手助け」としても各年代ともに順位の違いはあるものの高い割合を占めています。 
「してほしい手助け」では多かった「介護や看護をする」は「自分でできる手助け」としては 5～6 
％台にとどまっています。 

 

 
 

① 毎日の暮らしの中で不安に感じること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 生活をする上で困ったとき、誰かに

相談をしたことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-1 主に誰に相談しましたか（②で｢は

い｣の人）。 
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18～30代

　　　　(SA) N = 200

0.5

3.0

22.5

64.0

4.0

3.0

0.0

3.0

0 20 40 60 80

特に用事がなくても行き

来し、世話をする家族同

様の付き合い

よく行き来するが、家庭

の中までは立ち入らない

顔が合えば立ち話をする

程度

顔が合えば挨拶する程度

近所付き合いはしない

隣近所にどんな人が住ん

でいるのかわからない

その他

不明

%

60代以上

　　　 (SA) N = 354

6.8

30.5

38.7

16.9

1.7

0.8

0.6

4.0

0 20 40 60 80%

40,50代

 　　　(SA) N = 301

2.3

15.3

41.5

36.9

1.0

0.3

0.0

2.7

0 20 40 60 80%

　　　　男性

　　　　(SA) N = 362

2.8

19.6

30.4

42.0

1.7

1.1

0.0

2.5

0 20 40 60

特に用事がなくても行き

来し、世話をしたりする

よく行き来はするが、家

庭の中までは立ち入らな

顔が合えば立ち話をする

程度

顔が合えば挨拶する程度

近所付き合いはしない

隣近所にどんな人が住ん

でいるのかわからない

その他

不明

%

　女性

　(SA) N = 495

4.4

18.4

39.6

29.7

2.2

1.2

0.4

4.0

0 20 40 60%

③ ふだん近所の人とどの程度の付き合いをしていますか。 
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18～30代

　　　 (MA) N = 200

12.5

11.5

48.5

39.0

16.5

12.5

22.5

34.5

30.5

1.0

1.0

36.5

0.5

9.5

2.5

0 20 40 60

重い荷物を持つ

階段の昇り降りや道路

横断のときに手を貸す
様子を見に行ったり声

をかける
訪問したり話し相手に

なる

買い物を代わりにする

食事や惣菜などを持っ

ていく
食事を作ったり掃除や

洗濯を手伝う
車で送り迎えをするな

ど外出の手助けをする

介護や看護をする

電話を代わりにする

書類を読んだり代書を

する
短時間の子どもの預か

り

その他

わからない

不明

%

40,50代

　　　 (MA) N = 301

9.3

7.6

52.2

33.2

20.3

13.0

25.2

34.6

32.2

2.0

3.0

11.6

0.3

12.0

3.0

0 20 40 60%

60代以上

　　　　(MA) N = 354

9.3

9.3

47.2

26.8

17.2

9.9

16.9

28.0

20.6

4.5

5.4

5.6

0.8

11.6

10.7

0 20 40 60%

 18～30代

　　　　(MA) N = 200

49.5

38.5

38.5

21.0

20.5

10.0

6.5

23.0

5.0

11.0

11.5

16.0

1.5

21.0

1.5

0 20 40 60

重い荷物を持つ

階段の昇り降りや道路

横断のときに手を貸す
様子を見に行ったり声

をかける
訪問したり話し相手に

なる

買い物を代わりにする

食事や惣菜などを持っ

ていく
食事を作ったり掃除や

洗濯を手伝う
車で送り迎えをするな

ど外出の手助けをする

介護や看護をする

電話を代わりにする

書類を読んだり代書を

する
短時間の子どもの預か

り

その他

わからない

不明

%

 40,50代

　　　(MA) N = 301

28.6

30.9

52.5

30.6

29.2

15.6

11.0

26.2

6.6

16.3

10.3

15.0

0.3

19.3

5.3

0 20 40 60%

60代以上

 　　　(MA) N = 354

11.0

16.4

50.8

34.7

15.3

9.0

6.8

15.8

3.4

7.9

7.1

9.9

2.3

14.7

12.1

0 20 40 60%

④ 高齢、病気、子育てなどのため、日常生活が不自由になったとき、地域でどのよ

うな手助けをしてほしいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑤ 普段の生活の中で、高齢者や子ども、障害のある人、病人のいる家庭等に対して、

どのような手助けができますか。 
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18～30代

　　　 (SA) N = 200

31.0

22.0

43.0

4.0

0 10 20 30 40 50%

60代以上

　　　 (SA) N = 354

39.3

25.4

24.0

11.3

0 10 20 30 40 50%

40,50代

　　　　(SA) N = 301

39.2

34.2

17.6

9.0

0 10 20 30 40 50%

　全体

 　　　　(SA) N = 868

37.4

27.8

26.0

8.8

0 10 20 30 40

現在活動している

現在活動していない

が、過去に活動したこ

とがある

活動したことがない

不明

%

　　　全体

　　　　 (MA) N = 325

44.9

5.8

18.5

21.2

11.1

26.8

11.1

7.1

0 10 20 30 40 50

区・自治会の活動

地域防災の活動

子ども会の活動

スポーツ団体の活動

ＰＴＡ の活動

老人クラブの活動

女性の会の活動

その他

%

60代以上

　　　　(MA) N = 137

35.8

6.6

2.9

13.9

0.0

62.0

15.3

7.3

0 20 40 60 80%

40,50代

 　　　(MA) N = 117

60.7

3.4

22.2

22.2

18.8

0.0

12.0

7.7

0 20 40 60 80%

18～30代

 　　　(MA) N = 62

37.1

8.1

45.2

35.5

21.0

0.0

0.0

4.8

0 10 20 30 40 50%

（４）地域組織等への参加・活動状況について 

 

⑥自治会等、老人クラブ、子ども会、ＰＴＡ、女性の会の活動などの地域組織や地域のスポーツ団体・ 

サークルなどの活動状況について、年代別では、18～30 代は「現在活動している」より「活動した 

ことがない」の方が多く、40、50代と60代以上は「現在活動している」が最も多い結果となっています。 

⑥-1 活動内容については、年代別では、18～30 代は「子ども会の活動」、40、50 代は「自治会等の活動」、

60 代以上は「老人クラブの活動」が最も多くなっています。 

⑥-2 活動の目的については、18～30 代、40、50 代は「役回りなどで仕方なく」と「隣近所とのふれあい 

を求めて」が高い割合を示し、60 代では「隣近所とのふれあいを求めて」と「自分自身の勉強や意識 

の向上」が高い割合を示しています。 

 

 

⑥ 現在、自治会等、老人クラブ、子ども会、ＰＴＡ、女性の会の活動などの地域組

織や地域のスポーツ団体・サークル活動などを行っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

⑥-1 どんな活動をしていますか（①で｢現在活動している｣を選んだ人）。 
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18～30代

　　 　(MA) N = 60

20.0

33.3

20.0

40.0

6.7

6.7

0 10 20 30 40 50%

60代以上

　　　(MA) N = 120

27.5

55.8

47.5

15.8

4.2

7.5

0 20 40 60 80%

40,50代

　　 (MA) N = 111

28.8

44.1

29.7

37.8

8.1

7.2

0 10 20 30 40 50%

全体

 　　(MA) N = 325

24.6

42.2

32.0

26.8

5.5

6.5

0 20 40 60

支え合いのまちづ

くりを目指して

隣近所とのふれあ

いを求めて

自分自身の勉強や

意識の向上

役回りなどで仕方

なく

ただなんとなく

その他

%

 18～30代

　　　　(SA) N = 200

5.0

16.0

31.5

40.0

2.5

5.0

0 10 20 30 40 50

参加している

以前に参加したことが

あるが、現在参加して

いない
まったく参加したこと

はないが、今後参加し

たい
まったく参加したこと

はなく、今後も参加し

たいとは思わない

その他

不明

%

40,50代(SA)

　　　　　 N = 301

12.3

12.0

29.9

34.9

2.3

8.6

0 10 20 30 40%

60代以上

　　　(SA) N = 354

15.3

14.7

15.3

31.9

4.5

18.4

0 10 20 30 40%

⑥-2 どのような目的で活動していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）ボランティア活動について 

 ⑦ボランティア活動については、どの年代も「全く参加したことはなく、今後も参加したいとは思わな

い」が最も多く、若い年代ほどその割合は高い結果となっています。しかし、「全く参加したことは

ないが、今後参加したい」とする割合も 18～30 代が最も高くなっています。ボランティア活動に関

しては、 

全く参加の意思がない人と、参加する意思のある人に二分されているといえます。 

 ⑦-1 これまでに参加したボランティア活動の内容は、「スポーツ・文化・レクリエーション・生涯学習 

に関する活動」が最も多く、次いで「高齢者の援助」、「まちづくりに関する活動」となっています。 

⑦-2 ボランティア活動参加の理由としては、「自分自身の向上になるから」が最も多く、次いで「支え 
合いのあるまちをつくるため」となっています。 

 ⑦-3 今後参加したいボランティア活動としては、⑦-1 の項目に加えて、「自然や環境保護に関する活動」

が多い結果となっています。 

⑦-4 ボランティア活動に参加しやすくなる条件については、「自分が健康であること」、「時間や収入に 

ゆとりがあること」が上位を占めています。 

 

⑦ 現在、ボランティア活動に参加していますか。 
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 (MA) N = 226

22.6

8.0

11.5

9.3

12.4

13.7

33.6

2.7

19.0

12.4

6.6

4.9

0 10 20 30 40

高齢者の援助

子育て支援や子どもの

世話

障害のある人（児）の

援助

健康づくりや栄養・食

生活に関する活動

地域防災に関する活動

自然や環境保護に関す

る活動
ｽﾎﾟｰﾂ・文化・ﾚｸﾘｴｰｼｮ

ﾝ・生涯学習に関する

活動

国際交流に関する活動

まちづくりに関する活

動

青少年の健全育成に関

する活動

その他

不明

%

 (MA) N = 434

17.7

13.4

10.6

15.0

9.0

23.7

25.1

7.1

18.7

9.2

0.7

27.9

0 10 20 30

高齢者の援助

子育て支援や子どもの

世話

障害のある人（児）の

援助

健康づくりや栄養・食

生活に関する活動

地域防災に関する活動

自然や環境保護に関す

る活動

ｽﾎﾟｰﾂ・文化・ﾚｸﾘｴｰｼｮ

ﾝ・生涯学習に関する

活動

国際交流に関する活動

まちづくりに関する活

動

青少年の健全育成に関

する活動

その他

不明

%

 (MA) N = 868

52.1

24.7

57.6

14.2

27.9

10.1

20.4

15.9

16.2

5.9

7.3

0.5

6.3

0 20 40 60 80

時間や収入にゆとりがあ

ること
家族に世話の必要な、病

人や子ども等がいないこ

と

自分が健康であること

家族の理解や協力が得ら

れること

共に活動する仲間や友人

がいること

趣味や特技が生かされる

こと

誰にでも簡単にできるこ

と

家の近くでできること

わずかな時間（２～３時

間）でできること

活動に必要なお金の支援

があること
ボランティア講座など、

知識や技術を学べる機会

や体験の機会があること

その他

不明

%

 (MA) N = 226

23.9

13.7

11.9

15.9

28.8

11.1

19.9

17.3

14.6

5.3

5.3

12.4

0 10 20 30 40

支え合いのあるまちを

つくるため

福祉に関心があるから

自分の能力や技能を役

立てたいから

世のため人のためにな

るから

自分自身の向上になる

から

活動自体が楽しいから

仲間が増えるから

生きがいが感じられる

から

学校での授業や企業で

の奉仕活動のため

まわりの人がやってい

るから

その他

不明

%

⑦-1 どのようなボランティア活動をし

てきましたか（⑦で「参加」「以前に

参加」を選んだ人）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦-2 どのような理由から参加してきま

したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦-3 今後、どのようなボランティア活動に

参加したいですか（⑦で「参加」「以前

に参加」「参加したことはないが今後参

加したい」を選んだ人）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ どのような条件が整えば、ボランティ

ア活動に参加しやすくなりと思いますか。 
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(SA) N = 868

13 .0

6 .3

10 .6

57 .3

51 .4

42 .6

40 .2

19.5

27.2

34.6

30

10.3

15.1

19.4

19.2

3 .5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 介護保険サービス

高齢者福祉サービス

障害（児）者福祉サービス

児童福祉サービス

利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 不明

 (SA) N = 868

知って

いる

86.2%

不明

2.3%知らな

い

11.5%

 (MA) N = 748

0.5

2.5

4.1

0.3

90.2

2.8

0 50 100

相談しようと思った

が、相談に行けな

かった
自分のことで相談に

行った
自分の家族や友人・

知人などのことで相

談に行った
自分のことで近所の

人が相談に行った

相談に行ったことは

ない

不明

%

（６）福祉サービスに関する認知度･利用状況やこれからの福祉のあり方について 

 

⑨海津市の福祉サービスについては、その年代に該当すると思われるサービスは利用経験が多い傾向にありま 

すが、18～30代で「児童福祉サービス」の利用が26.0％、60代以上で「介護保険サービス」が19.8％であ 

る以外は、全体的に利用者は少なく10％未満の利用状況となっています。また、認知度については、年代ご 

とに、またサービスの種別ごとに違いはありますが、若い年代ほど認知度が低い傾向にあります。 

⑩「民生委員・児童委員」という言葉は 86.2％が知っており浸透していますが、実際に活用したケース 

は数％にとどまっています。また、言葉として知っていても、自分の居住地区の委員を知っている人 

は 60 代以上では６割近くいますが、18～30 代では２割弱という結果になっています。 

⑪「社会福祉協議会」の認知度も若い世代ほど低く、18～30代では「知らない」が半数近くを占めています。 

また、社協との関わりの程度はどの年代も「社協だより等機関紙を見る程度」が最も多い結果となっていま

す。 

⑫⑬「海津市保健センター」の認知度は全体として８割以上あります。そのうち利用経験があるのは３割強と 

なっています。「地域包括支援センター」は知名度が低く、全体として６割の人が知らないと回答しています。 

 

⑨ 海津市の各種福祉サービスの認知度・利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 民生委員・児童委員について 

 

⑩-1 民生委員・児童委員という言葉を知

っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

⑩-2 民生委員・児童委員に相談したこと

はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 



 21

18～30代

 　　　(SA) N = 141

18.4

5.0

76.6

0 20 40 60 80

担当している民生委員・

児童委員の名前や顔を

知っている
担当している民生委員・

児童委員の名前を知って

いる

民生委員・児童委員は誰

か知らない

%

40,50代

　　　(SA) N = 270

38.1

11.5

50.4

0 20 40 60 80%

60代以上

　　　　(SA) N = 314

56.7

13.7

29.6

0 20 40 60 80%

22.0 34.0

39.9

37.0

43.0

23.3

16.9

34.2

41.0

1.0

2.7

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～30代（N=200）

40,50代(N=301）

60代以上(N=354)

知っている 名前を聞いたことはあるが、活動内容までは知らない 知らない 不明

18～30代

　　　 (MA) N =44

4.5

18.2

4.5

34.1

43.2

0 20 40 60

社協会員として活動をさ

さえている

活動に参加したり、事業

を利用したことがある

訪問して相談したことが

ある

よく知っているが、参加

や利用したことはない

社協だより等機関紙を見

る程度で知っている

%

40,50代

 　　　(MA) N = 103

9.7

21.4

9.7

19.4

54.4

0 20 40 60%

60代以上

 　　　(MA) N = 141

17.0

21.3

9.9

31.2

44.0

0 20 40 60%

⑩-3 居住地域を担当している民生委員・児童委員を知っていますか（⑩-1で「知ってい

る」を選んだ人）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 社会福祉協議会について 

⑪-1 海津市社会福祉協議会（社協）の存在や活動内容を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪-2 海津市社会福祉協議会（社協）との関わりの程度（⑪-1で「知っている」とした人）。 
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 (SA) N = 868

33.5

50.1

10.8

5.5

0 20 40 60

利用したことがある

知っているが、利用し

たことはない

知らなかった

不明

%

 (SA) N = 868

9.4

24.2

60.1

6.2

0 20 40 60 80

知っている

名前を聞いたことはあ

るが、事業内容までは

知らない

不明

%

 (SA) N = 868

2.6

16.7

38.6

31.9

10.1

0 10 20 30 40 50

かなり入手できている

ある程度入手できている

あまり入手できていない

まったく入手できていない

不明

%

 (MA) N = 503

69.0

42.3

4.8

2.6

9.7

18.3

23.3

18.9

6.6

7.8

7.2

1.0

1.6

2.0

1.8

2.4

0 20 40 60 80

市役所の窓口や「広

報かいづ」
社会福祉協議会の窓

口や「社協だより」

民生委員児童委員

ボランティア

ケアマネジャーや

ホームヘルパー

近所・知り合い

区・自治会の回覧板

新聞・雑誌・テレ

ビ・ラジオ

インターネット

医療機関（医師・看

護師等）

保健センター

障害（児）者支援セ

ンター

子育て支援センター

地域包括支援セン

ター

その他

不明

%

⑫ 海津市保健センターを利用したことが

ありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 海津市地域包括支援センターを知って

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭「福祉サービス」に関する情報の入手の程度については、「かなり」から「ある程度」まで「入手で 
きている」人は２割弱で、「入手できていない」人が７割を超えています。 

⑭-1 情報の入手先として多いのは、「市役所の窓口や市報かいづ」と「社会福祉協議会の窓口や社協だ 

より」となっています。 
⑮日常生活において、今、感じている生活のしづらさについては、「金銭的･経済的なこと」「身体的な 

こと」が多数を占めています。具体的内容としては、「金銭的･経済的なこと」では「税金の負担が多 

い」「子どもの教育に費用がかかる」「収入が少ない」「年金だけで生活が苦しい」などが多く、「身体 

的なこと」では「足腰や手、膝が痛い」「寝たきり」「体力の衰え」「家族の介護」などが多い結果とな 

っています。その他として最も多いのは「公共交通機関が不便なこと」となっています。 

 

 

⑭ 福祉サービスに関する情報をどの程度

入手できていると考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭-1 福祉サービスに関する情報を主にど

こから入手していますか（⑭で「かな

り入手」「ある程度入手」「あまり入手

できていない」を選んだ人）。 
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18～30代

　　　　(MA) N = 99

16.2

14.1

19.2

11.1

48.5

22.2

0 20 40 60

身体的なこと

家族や友人のこと

近隣住民との関係にま

つわること

生活上の活動的なこと

金銭的・経済的なこと

その他

%

40,50代

　　　　(MA) N = 136

14.0

19.1

22.1

12.5

40.4

16.2

0 20 40 60%

60代以上

　　　　(MA) N = 169

46.2

7.7

16.0

7.1

39.1

9.5

0 20 40 60%

内容 件数（上位３位）

地域住民が互いに助け合える社会 32

子どもからお年寄りまでが安心して生活できる社会 20

公共交通機関の充実した社会 11

内容 件数（上位３位）

誰もが気軽に参加しやすい活動 13

草ひきやゴミ拾い活動 6

負担にならない程度の活動 4

防犯パトロール活動 4

⑮ 日常生活において、今、どんなことに生活のしづらさを感じていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯生活のしづらさを解消する方法として、地域福祉の視点からの回答を求めたところ、 
⑯-1「理想の地域社会」のイメージは「地域住民が助け合える社会」「子どもからお年寄りまでが安心して生活 

できる社会」「公共交通機関の充実した社会」などが多数を占めています。 
⑯-2「あればよいと思う市民活動」としては、具体的な、あるいは概念的な活動内容や活動形態など様々な意 
見がありますが、活動形態として「誰もが気軽に参加しやすい」「負担にならない」「身近なところでできる」

「誰もが楽しめる」「参加してみたくなる」「拘束されない」「地域に密着した」「活気ある」「短時間でもでき 
る」「みんなが関心を持つことができる」といった言葉が多く出ており、これらは地域福祉を支えていく上で 
必要な市民活動を推進していくための重要なキーワードと言えます。 

⑯-3「あればよいと思う社会的制度（サービス）」としては、「巡回バスの充実」「子育て支援サービス」を筆頭 

に様々な意見が出ています。 
⑰今後、海津市が優先して取り組むべき施策の上位５位は、「①高齢者や障害（児）者が在宅生活を続けられる 

サービスの充実」「②地域の住民が気軽に立ち寄れる自由な交流の場の設定」「③住民がともに支え合う仕組

み 

づくりへの支援（住民同士や行政との協力・連絡など助け合う組織）」「④高齢者、障害（児）者、児童の福 

祉施設の整備」「⑤身近なところでの相談窓口の充実」となっており、どれも20％を超えています。 

 

 

⑯ 生活のしづらさを解消する方法として 

 

⑯-1 どんな地域社会であればよいと思いますか（理想の地域社会はどのような社会ですか）。 

 

 

 

 

 

⑯-2 どのような市民活動があればよいと思いますか。 
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内容 件数（上位３位）

巡回バスの充実 10

子育て支援サービス 5

身のまわりの世話をしてくれるサービス（掃除・食事・買い物等） 3

子どもや高齢者を安心して預けられるサービス 3

いろんな情報を地域住民に広めるサービス 3

何でも相談できる窓口 3

医療費の助成 3

老人ホームの整備・増設 3

 (MA) N = 868

8.4

25.6

27.3

14.2

22.2

30.8

11.6

6.9

19.4

4.5

11.4

22.8

17.4

1.3

9.9

0 5 10 15 20 25 30 35

ボランティアなどの地域活動参加の促進や支援、拠点

の整備

住民が共に支え合う仕組みづくりへの支援（住民同士

や行政との協力・連絡など助け合う組織）

地域の住民が気軽に立ち寄れる自由な交流の場の設定

地域における保健や福祉に関する活動の中心となる人

材の育成

身近なところでの相談窓口の充実

高齢者や障害（児）者が、在宅生活を続けられるサー

ビスの充実

保健福祉に関する情報提供や案内の充実

健康増進・維持のための相談や訪問指導などサービス

の充実

健康診断・がん検診などの保健医療サービスの充実

サービス利用者などを保護する権利擁護や苦情対応な

どの取り組み

社会福祉活動への理解や関心を高め、参加を促すため

の福祉教育の充実

高齢者、障害（児）者、児童の福祉施設の整備

公共の場（道路、病院、公共施設、公共交通機関な

ど）のバリアフリー化

その他

不明

%

⑯-3 どのような社会的制度（サービス）があればよいと思いますか（行政サービス・民

間サービスを含めて）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰ 今後、海津市が取り組むべき施策として、次のうちどれを優先して充実すべきだと思

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 25

３．ワークショップ会議のまとめ 

 

（１）ワークショップ会議の参加者 

 

地域福祉計画の理解・浸透を図り、実効性をより高めていくため、市民参加による

計画作りの一環として、次の４団体によるワークショップ方式での会議を実施しまし

た。 
 

①市民福祉会議公募委員によるワークショップ会議 

公募市民19人を年代別に３グループに分け、ワークショップを４回実施しました。 

・第１部会（きらり会）：30 歳代   ５名 

・第２部会（快会の会）：40・50 歳代 ７名 

・第３部会（そうかい）：50・60 歳代 ７名 

 

②ボランティア連絡協議会ワークショップ会議 

ボランティア連絡協議会に登録しているボランティアの方から 48 名の参加を得て、

３グループに分け、ワークショップを３回実施しました。 

・第１部会（ヤッホー）       16 名 

・第２部会（やまびこ）       16 名 

・第３部会（やすらぎグループ）   16 名 

 

③民生委員児童委員協議会ワークショップ会議 

各地区から計 19 名の民生委員の方の参加を得て、地区ごとに３グループに分け、ワ

ークショップを３回実施しました。 

・海津地区（カエルクラブ）     ６名 

・平田地区（こん平田）       ６名 

・南濃地区（フルーツ）       ７名 

 

④岐阜県立海津明誠高等学校ワークショップ会議 

１年生から３年生まで、生活福祉科 15 名、普通科６名、情報処理科１名の計 22 名

を２グループに分け、ワークショップを３回実施しました。 
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（２）ワークショップ会議の内容 

 
実施工程 内 容 

オリエンテーショ

ン 
・ワークショップについての説明。 
・グループ分けとグループの愛称を決定。 

第１回 テーマ：「海津市の現状を見つめよう」 
（海津市の「良いところ」、「悪いところ」について意見を出

し合う。） 
第２回 テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 

（「地域がこんなふうになっていたらよいな」「こんな活動や取

り組みがあったらよいな」等を話し合う。） 
第３回 テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできること

を考えよう」 
（第２回で出た意見を｢自助｣｢共助｣｢公助｣に分けてみる。） 

第４回 
(市民福祉会議の

ワークショップの

み) 

テーマ：「前回のワークショップ・他の部会のワークショップ報

告を踏まえ、地域でできること（＝共助）を各年代別で考え

よう」 
（これまで考えた理想の将来像の達成のために自分の年代でで

きること、他の年代にがんばってもらいたいことなどを考え

る。） 
 
 

（３）各団体のワークショップ会議のまとめ 

 
 ワークショップ会議では、毎回、テーマに基づいて、参加者が意見をポストイットカ

ードに書き､書いたカードを発表しながら模造紙に貼っていきました。その際、似通っ

た意見やジャンルなどは１ヶ所にまとめるよう、大まかに分類しながら貼り付けていき

ました。ある程度、カードがまとまると、カードの分類名やフレーズを模造紙に書き込

んでいき、模造紙を完成させたら、各グループごとに発表を行ないました。 
 以下は、４団体が各回、それぞれにまとめた模造紙の内容を整理したものです。 
（ポストイットカードに書かれた内容表現のままにしています。） 
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市民福祉会議／ き ら り 会 

 

■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」 

～海津市の良いところ、悪いところ～ 

良いところ 

●自然 

 ・のどか 
 ・四季が感じられる 
 ・家で収穫した野菜がすぐに食べられる 
 ・水と空気がおいしい 
 ・のんびりしている 
 ・何も無い 
●行政サービス 

 ・育児教室がたくさんある 
 ・市民プールの教室が充実している 
 ・予防接種の情報がしっかりしている 
 ・子どもが広々と遊べる良い公園がある（木曽三川公

園） 
 ・ゴミ分別をしっかりしている 
●コミュニティ 

 ・老人会や自治会などの活動が活発である 
 ・スクールボランティアさんが、がんばって子ども(石

津小)を見守ってくれている 
 ・地域の人が親切 
 

悪いところ 

●インフラ 

 ・街灯が少ない 
 ・踏切が狭い 
 ・道路にゴミや糞が落ちている（国道は時にひどい） 
 ・道路が狭くてボコボコしている 
 ・歩道が無くて危ないところが多い 
 ・近鉄養老線が廃線にならないか心配 
 ・徒歩でいける児童公園が少ない 
●市民サービス 

 ・水晶の湯に市民割引を作ってほしい 
●ボランティア 

 ・地域のボランティア活動を増やしてほしい 
 ・ボランティアの意識が低い（学校教育） 
●教育 

 ・子どもの数の減少により集団生活が不成立 
  （１クラス５～７人） 
 ・学校が遠い 
 ・保育園や幼稚園の制度が統一されていない 
●不便 

 ・車がないと生活できない 
 ・働くところが少ない 
 ・働く環境にない 
 ・店(商業施設など)が少ない(地域によってかたよりが

ある) 
●希望 

 ・老人の車の運転が危ない 
 ・若い人が将来、海津市に残って生活したいという気

持ちが少ない 
 ・小児科が少ない 
 

■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 
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●デザイン制のある町づくり 
 (ベンチ・橋・公共トイレ・街灯) 
●マナー講座（大人向け）を開く 
●ボランティアによる防犯パトロール 

活力ある町づくり 

きれいで安全な町 

●年代を越えて人との関わり

を大切にできる町に 
●海津市シルバー人材センタ

ーを充実させる 
●ボランティア窓口を作り、

体制を整える 

いつも気軽にボランテ

ィア活動ができるシス

テムのある町 

●子ども達が健康に暮らせる町に 
●中学三年生(義務教育内)まで医療

費のかからない町 
●歩け歩け大会の実施(月１回) 
●老後も楽しく健康で暮らせる町 

みんなが健康な町 

●働きながら育児ができる町 
●学童の拡充 

●広報を見やすく 
 （情報をしっかり市民

に伝える） 
●タウンミーティング 
 （市長ＶＳ市民） 

●地元消費の推進 
 (地元にお金を落とす) 

●子どもたちが海津の良さを知り、受

け継いでいきたいと思える町 
●自然の中で生活できることの喜びを

実感できる町 
●学童とは違う施設を作る（放課後の

学校利用 トワイライト） 
●公園作り●安全に遊べる施設作り 
●空き地の有効利用（土地の無償提供） 

子どもの声が響く町 

 
 
 
 

自助（個人）              共助（地域）               公助（行政） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パワーアップ海津 ～活力ある町づくり～ 

安全 

健康 

子育て 

高齢者 

ボランティア 

ゴミ 

●夜、出歩くときは明るい色の服を着る 
●反射材等をつけて歩く 
●車の中にかばんを置いておかない 
●戸締まりをする 

●空き地のある人に無償提供してもらう 
●交通安全指導 
●近所のパトロール 

●街灯を増やす 
●公園の整備（小さくてもいいので数を増

やす） 

●適切な塩分・油・カロリーの食事づくり 
●年に１回は健康診断を受ける 
●適度な運動を心がける 

●健康診断受診の誘い合い 
●各地域でのスポーツ大会の実施

（地区運動会など） 
●ヘルシー料理教室の実施 

●健康診断システムの充実 
●スポーツサークルやスポーツンイベン

トの紹介 
●農業祭の実施（生産者の野菜販売など） 
 

●お互い（地域）の子育てを助け合う 
●地域の子どもに声をかける（あいさつ

など） 
●子どもに関するイベントやサークルに

声をかけ合って積極的に参加する 

●子育て世代に積極的に声をかける（相談

にのる） 
●子どもと地域の人との交流会の実施（郷

土に伝わる話や伝承文化を知る） 

●働く親の支援（長時間の保育・学童の
延長・学童の学年の拡大） 

●参加しやすいイベントやサークルの企
画 

●子育てサークルの試験 
●地域で子どもが安全に楽しく遊べる施
設作り 

●シルバー人材センターへの登録など

自分の得意分野を地域のために生か

そうとする気持ちをもつ 
●自分たちの世代の良き伝統など次世

代に伝える 

●老人会など地域の活動に参加できるよう、

お互いに働きかけるようにする 
●独居老人の方に２～３日に一度は声をかけ

るようにする 

●独居老人の方などが何処に住んでいる

か分かるようにする 
●シルバー人材センターを充実させる

（地域の人にＰＲする） 

●ボランティア活動を積極的に

取り組み、周りの活動に感心

を持つようにする 

●３世代で取り組む地域の活動を増やす ●シルバー人材センターへ登録するよう

に働きかける 

●ゴミ分別をきちんとする。 ●ゴミ当番 ●ゴミ条例をつくる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■第３回ワークショップ 

テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 
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観光客が多い
有名な施設（稲荷・温泉）
がある

新幹線の駅に近い 市バスの利用者が少ない

観光資源が多い 温泉が色々ある 夜が暗く感じる
市バスはお年寄りの乗り降
りがしにくい

年中観光客があるまち 安い温泉がある 夜道になると暗い 交通は自動車とバスだけ

国営公園がある 歴史的建物がある 平田町は街灯が少ない
電車通学の最寄駅までの道
路が狭い

トライアスロン公認コース
がある

千本松原のひとつ
交通渋滞が発生する
（観光地）

子どもの通学路が安心して
通えない(平田町)

河川敷での遊びが多くて良
い

教科書にも載る輪中 交通（公共）が不便
道路が同じ大きさで事故が
心配

道の駅が２ケ所ある 宿泊する所が少ない 公共交通機関が不便
死亡事故（道路）となる
ケースが多い

観光資源をいかしきれてい
ない

田・信号等にごみが多い
学生にとって高校が遠い
交通の便が悪い

公衆トイレがきたない

買い物に便利 新しい野菜が買いやすい 自然が多く住みよい 水がきれい

あたたかい人情がある 大都市に近い 自然がいっぱい 土地は広いが田畑ばかり

人がやさしい 全体的に古い体質が多い
自然災害に弱い地域（洪
水・土砂崩れ等）

少子化が進んでいる

良いところ わるいところ

子　ど　も

子どもが少ない子どもたちが素直

新しい物・人を受け入れる
のに時間がかかる

福祉に対して理解している
人が少ない

堤防がきれいに整備されて
いる

木曽三川の堤防の丈夫さは
全国トップクラス

子どもが安心して遊べる公
園がない 行　　政

福祉が遅れている
芸術にふれあうことが少な
い

市になって２年、市の
「核」がない

地域の特色がひとつに絞れ
ていない

三町によってバラバラ
広報（無線）が聞きとりに
くい

物価が安い

子供が他県へ出て行ってし
まってもいずれは帰ってき
てくれる

近所付き合いがやたら広い

早く店が閉じてしまう所が
多い

自　　然

公園などの活用が悪い

景色が美しい 自然が残っている
市全体が明るいイメージが
あり、すがすがしい

地  域　生　活

三世代に渡っての交流が多
い

近隣の付き合いがある（助
け合い）

誰にでもあいさつができる

静かで住みやすい

海津のトマトは全国トップ
クラス

特産品が少ない

農業（野菜・果物）の加工
場がない

農業生産は県内ではトップ
クラス

農産物の主要産地である

産　　業

交　　　通観　　　光

河川にゴミが落ちている ポイ捨てが多い

■第４回ワークショップ 

 
テーマ：「前回のワークショップ・他の部会のワークショップ報告を踏まえ、地域でできること（＝共助）を各年代

別で考えよう」 

 
●地域行事の継続に力を入れる 
●声かけ（地域連帯）＝井戸端会議 
●イベントの発案（おたのしみ会） 
●ボランティア団体を作り、各団体の紹介ができる機会

をもつ（各ボランティア団体の交流） 
●市内のＰＴＡや自治会が集まる時に、見守りパトロー

ルについて話し合い、活動を広げる 

●自治会（区）で幅広い交流の場を作る 
 （地域の清掃・スポーツ大会など） 
●ヘルシー料理教室の実施 
 （家庭で採れた野菜や自然の中で採取できるものを利

用・地域の主婦が講師） 
●子どもと地域の人との交流会の実施 
 （郷土に伝わる話や伝承文化を知る） 
●個々による声かけや助け合いが必要 
 （目配り・気配り・心配り） 

 
 
市民福祉会議／ 快 会 の 会 

 

■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」～海津市の良いところ、悪いところ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域でのコミュニティーを深く広く！
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スポーツ施設の充実

スポーツの盛んなまち
づくり

スポーツの盛んな市

スポーツ教育の盛んな
市

福　　　祉

自然をみなおす→写
真展

子どもたちが安心して通
学できるまち（防犯）

国際交流が豊かな市
福祉に対し協力的で
ある

誰に対しても親切に
できる

多くの人が来てくれ
るまち

みんなが楽しく集まれ
るイベントを企画する

イ ベ ン ト

安心して歩いたり自転車
に乗れる道

安全なまち

公共交通が整っている

交通の便利

交　　　通

子どもたちが安心して通学
できるまち（公共交通）

愛知県（津島・佐屋等）
への公共交通機関を作る

子どもの声がひびくまち

子　　ど　　も

子どもの教育
（本物（一流）の音楽）

子どもを育てる

ゴミが落ちていない
まち

ゴミ拾いは市民の手で
→ゴミを捨てなくなる

ゴミがないまち

エコロジーをいかし
たまち

リサイクルできる物
はもっと積極的に活
用する

ペットの散歩の時の
マナーが良いといい
なあ

防　　　犯

年に１回は大きなコ
ンサートを催す

身体障害者が安心し
て歩ける（行動でき
る）まち

海津のブランドになるよ
うな物・場所をアピール

経済を支える産業が
必要

夜景のきれいな街を
作る

歴史を大切にするま
ち（伝承）

スポーツ等の有名選手を子ど
も達に！（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ選手）

語学（外国語）教育の盛ん
な市

産　　　業

海津のブランド米を
作ろう

子育てがしやすいまち

小・中学校・高校の周り
の環境がよい

子どもがのびのびと遊べ
る

子どもが元気に遊べる場
（児童館）

誇れる「何か」があ
るまち

若者が働く場所が
もっとあると良い

観　　　光

農産物を活かした産
業

他地域から来てもらっ
て経済効果が上げられ
る観光地があるといい

名所・旧跡をもっと
伝える

市内の幹線道路に名
称を付け、道路を美
しくする

ポイ捨てがない

環　　　境

美しい町

交　　流

昔からの風習が次世
代に伝わると良い

地域（近所）の会話が
多いまち（助け合い）

一人何か一つのグ
ループ活動をする

三町の交流を深める

自　　　然

自然を生かす

自然が残っているま
ち

山の自然利用

ス　ポ　ー　ツ

体験型学習のできるまち

健康・体力作りに力を入れ
る

行　　　政

雇用団地をもっと多く建
設してほしい

行政施設を統合すること

情報を発信する施設を中
心となる場所に置く

■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」
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凡例

生涯現役

   体 験 型 学 習 の で き る ま ち  ～ 生 涯 現 役 ～

 行政に依頼すること(公助）

 地域でできること(共助）

その他

歴史・名所の語りべ

管理人さんのいる施設は
空いていたら使えるよう
にしてほしい

環境問題に対する
人・物のﾈｯﾄﾜｰｸ作り

ロハスな心掛け

エコ商品・エコ産業
の案内

エコロジーな交通機関の
提案

スクールボランティア

声かけをする（あいさつ
等）

子どもを育てる／通りで
子ども達を見かけたら気
軽に声をかけて顔見知り
になる

「あいさつ運動」に参加
する

イベント企画のお手
伝い

イベントの発案

地　　　　域

イ ベ ン ト

木曽三川公園を使っ
た音楽等のイベント

福　　　　　祉

国内外のスポーツイ
ベントの誘致

山あいを会場にして
イベントを行う

地域の子どもは地域の宝

声掛けをする

国際会議ができるイ
ベント（交流）

お互いがあいさつする

子　　　ど　　　も

福祉ボランティアに
積極的に参加する

ボランティア登録
＝活動

パトロールの強化
交通ボランティアの人が
要所に立って見守る

地域のおとなの人が子ど
も達の登下校の時間に見
守ると良い

市内中学校のスクールバ
ス制度の導入

市民ひとりひとりの環
境に対する考え方

相談できる場所を作
る

子育て経験者(地域
内)との交流

声かけ（地域連帯）
＝井戸端会議

通学路清掃を地域で
定期的に行う

公共交通の再編

市民総出でゴミを拾う
日を作る（例えば防災
訓練のあとで）

リサイクル用ゴミ箱
を置く（いつでも回
収可能）

主要駅までの直行便

地域の清掃は地域の手
で

市民の心がまえ

留学制度を作る

食育をいかした正し
い食生活、病気にな
らない食事方法

「教育特区」に立候補
し、語学教育に力を入
れる

海外交流を深めるこ
とで触れ合う機会を
持つ

青少年の育成に力を
入れる。教育が大
切・頑張る先生を！

教　　　　　育 ス　ポ　ー　ツ

「地域型総合スポーツク
ラブ」の確立を目指す

スポーツクラブに参加す
る

オリンピック選手の育成

市 民 交 流

「ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 」の受け
入れを積極的に行う

早く三町が集える場
所・中心地を決める

学校行事に参加してい
く

環　　　　　境

自分の家の周りくらい
はきれいにする

ゴミの分別をする

家の周りのゴミ拾いを
心掛ける

地域の農産物を使った
商品開発のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

技術指導

産　　　　　業

農産物・特産品開発の
コラボ

農産物の加工品を作
る（夫人の力で料理
の工夫）

「ｾﾝﾄﾚｱ」へのﾌｪﾘｰを揖斐
川沿いに運行する計画を
立てる（大垣・ｾﾝﾄﾚｱ間）

地域の紹介（広報
誌）

スポーツ施設を借りる手
続きを簡単にする

地域行事の継続に力
を入れる

マスコミとの連携・PR

各項目ごとにスロー
ガンを作って市民に
訴える

観光のみやげの目玉作り歩く広告塔

今尾・高須・駒野・太田
の商店街の活性化を考え
る

スポーツ施設を使用する
のをもっと簡単に、もっ
と安く

優秀なスポーツ選手を招
いて教室を開く

ノブレス・オブ・
リージ（地域住民の
助け合い）

地域で集まる機会を
持って、お楽しみ会
を行う

観光地等の整備

名所・旧跡の看板を統一
して作る

いくつかのスポーツ教室
を開くことで市民の興
味・関心を高める

近隣ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ
事業を今後も地域で
継続する

車イスの人でもでき
る農業の提案

生涯学習体系作りのお手伝い
名所・旧跡を説明できる人
を育てる

観　　　　　光

交　　　　　通

地域で「四季の花」を決め、「一
家一鉢」を歩道に展示する

 自分でできること(自助）

モデル都市

地域ごとに三世代交
流事業をする（自分
達で）

新しい観光地(？)の発見

ハリヨをいかした交流会
議

　　　　　　　　 →  意  識  づ  く  り

子 ど も の 見 守 り

   行 動 目 標  ：  「 生 涯 現 役 で 地 域 活 動 」

＝ 花 い っ ぱ い

ゴ　　ミ　　拾　　い

　◎　ス　ポ　ー　ツ　の　実　践

　　　　（　＝　  健　康　の　維　持　）

地域イベントの開催
地域で「四季の花」づくり

　◎　主　催　者　に　な　る

　　　　　自分で何か（ゴミ拾い等）を始める

地 域 で 料 理 教 室

　　　　　　     →　生 涯 現 役 の 基

　◎　第４土曜日＝「地域活動の日」への拡大

　　　　　　　　 →  活 動 日 の 設 定

■第３回ワークショップ 

テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第４回ワークショップ 

テーマ：「前回のワークショップ・他の部会のワークショップ報告を踏まえ、地域でできること（＝共助）を各年代

別で考えよう」 
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良いところ

自然が豊か 福祉の充実 観光資源が豊富

・空気がきれい ・老人福祉施設が充実している
・各地区（旧町ごと）に観光施設
  がありよい

・水がうまい
・大きくみて福祉はやや整ってい
  る

・小鳥のさえずりで目がさめる

・我が家の庭にホタルが来る

地域のつながりが濃い さわやか挨拶 ボランティアによる見守り活動

・人間はとても穏やかである
・養南中学生の挨拶がさわやかで
　よい

・学校の一部のところで見守り活
　動がされている

・子どもと老人会との交流はよ
  い 道路整備
・三世代の清掃活動はよい

・近所との連帯感はとてもよい

・道の駅ができ農家の人は一所懸
  命頑張っている 環境

・自治会内で高齢者の食事会を
  行っている自治会がある

・お年寄りが元気 ・中学生の挨拶がよい

・道路がかなり整備されている

・野良犬がいなくなった

・生徒の登下校時の見守りパト
　ロールのボランティアが頑張っ
  ておられる

・市になり他町との関わりが少し
  多くなった

・ボランティアによる下校指導は
　よい

・リバーサイドプラザ（長良川）
  が最近にぎやか（活用されてい
  る）・養老山脈の裾のの朝は空気がす

  がすがしい ・お千代保稲荷は今も賑わってい
  る

・社会福祉協議会が高齢者の事業
  を活発におこなっている

悪いところ

交通マナーが悪い 道路が暗い 対応

・放置自転車が多い
・道路の街頭が平田町ではまだ少
　ないところがある

・市職員の窓口対応が悪い

・交通マナーが悪い ・防犯灯はあっても夜道は怖い ・駐在所がいつも留守である

・小学生の自転車の飛び出しが危
　険である

・夜道が暗い ・市の職員数が多い

・児童の低学年による自転車での
　外出は危険である

・通学路に防犯灯が必要である
　（石津小学校下）

・行政の窓口がありすぎる（多す
　ぎる）

・小学校の下校時、話をしながら
　で危険である

・街頭が少ない ・税金が高い

・集落の街頭が少ない

買い物が不便 交通の便 環境

・近くに店がない ・交通の便が悪い
・市になってからは廃品回収の数
　が減った

・買い物が不便 ・公共交通が不便
・プラスチックごみの収集が少な
　くなった

・観光資源を生かすための交通の
　便が悪い

自然 遊び 情報
 ・レジャー施設がない

・自然がだんだん破壊される

・水がまずい 動物

大型車・車社会 関わり
・大型ダンプがよく通り道路が傷
　む

・家の周りの人々との関わりが少
　なくなった

・車社会になりすぎ不便と感じる
　人が多い

・津屋川に鴨が来てもハンターに
　阻害される ・外での子ども達の声が聞かれな

　い
・揖斐川の河川敷に子どもの遊び
　場がない

・広報の放送が聞こえない

・犬、猫が大変多い

市民福祉会議／ そ う か い 

 

■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」～海津市の良いところ、悪いところ～ 
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施設づくり 文化
・幼児からお年寄りまで全ての年齢の人たちが集え
  るセンターがあるとよいと思う

・伝統的文化を次世代に伝える。

・子どもたちの遊び場、高齢者の憩いの場が一つの
　施設にあるとよい
・総合的病院を市の中心部に建ててほしい

・市民病院でいろんな医科があるとよい 　

感じて光る（観光）
地域の安全 ・文化財の研究又は観光案内ができるような活動

・市内全域に見守りパトロールの輪が広がってほしい ・観光客の足をもう少し海津市に留めたい

手をとりあう（自治）
・市民の統一制をはかるには

豊かな自然

・地域交流の場（会議）作りをする

・幅広い年齢層の交流の場をもつには

高齢者の交通手段 ・山の開発をやめる

・高齢者に対する交通手段が良くなれば ・歩道のある道路作り（歩道は２ｍ）

・高齢者に対しての車での買い物活動 ・橋が多くあるとよい（利便性が良くなる）

 

その他 親と子への支援
・農作物の被害が無くなるとよい ・親に対する講習をやってほしい

   （子の教育について）

・市役所フロア又は文化会館などで定期 的なコン
　サート（プロ、アマ）を催し、心にゆとりある生
活

をしたい

・自然（山）に実のなる木を植え里山を利用し自然
　との調和

・自治会内の交流の場をもつにはどんな事をしたら
　よいか

・各ボランティアの存在とその活動を市民に広く
　知ってほしい

・ミニ開発を止め農地と住宅地をはっきりさせる
　（農業しやすく）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 
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（自　　助） （共　　助） （公　　助）

●個々が地域に自信がもてる学習
　をする（生涯学習）

●ボランティア団体を作り説明で
  きる機関を作る

●市が学習団体を作りボランティ
  ア団体に補助を出す

●高齢者から歴史に詳しい人を見
  つける

●昔から引き継いだ祭事を行う事
  により次世代の子どもたちと共
　に盛り上げる活動の場作り

●食べる、見る、泊まるといった
  一日過ごせる施設作り
●講義の場を設けてほしい

　

●無理の無い範囲で自分の余暇を
  提供する

●地域全体の住民が通学路に目を
  向ける

●地域、見守り隊（ボランティ
　ア）の育成、充実

●市内のＰＴＡや自治会長が集ま
  る時に、見守りパトロールにつ

いて話し合い、活動を広げる
●個人の集まりが地域の活動にな
  る輪を広げる

●個々による声かけ助け合いが必
   要 （目配り、気配り、心配り）

●老人クラブ活動としての取り入
  れ

●高齢者に対する地域の見守り

●５～６人乗りのタクシーを作っ
　て利用をはかる

　文化 ●古老より伝統的な話しを聞く

●祭りの太鼓、笛を伝えたい ●地域の伝統的なものを話し合う
 場を設ける

●観光ガイドボランティアの養成
講座を行う

●茶道など親と子が参加できる講
  習を行う

　自然

　自治 ●地域の高齢者とのサロンの結
  成

●地域全体で高齢者に子供会が目
  を向ける

●各ボランティアが集う場を多く
　設ける

●施設づくりにおいては一施設で
　もよいから早く回答がほしい

●地域における共同協働のボラン
  ティア団体を有料でも良いので
  作る

●地域に伝わる行事に積極的に家
  族で参加する

●文化を広げるために地域ででき
  る人に依頼する

●豊かな自然里山（区有林）に定
  期的に実のなる木を区の活動と
  して植える

●医師会病院への交通手段にきめ
　細かい時間割がほしい（昼に乗
  り遅れると約２時間動けない）

●行政が予約制のタクシーをつく
　る

●伝統文化を伝えるため助成金を
　出す

●伝統的文化を発掘（調査）する
　機関を設ける

●市全体でどのようなボランティ
　ア活動をしているのか地区ごと
　に知らせる

●自治会（区）幅広い交流の場を
  作る（地域の清掃、スポーツ大
  会）

　施設

　観光

　高齢者

　地域安全

●地域の活動がしやすいように助
　言、指導

●自己の余裕の時間に通学路を見
  守る

●見守りパトロールの輪をボラン
  ティアだけでなく親、ＰＴＡに
　も協力してもらい広げる

■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第４回ワークショップ 
テーマ：「前回のワークショップ・他の部会のワークショップ報告を踏まえ、地域でできること（＝共助）を各年代

別で考えよう」 

 

 

 

○昔から引き継いだ祭事を行う事により次世代の子どもたちと共に盛り上げる活動の場作り

◎見守りパトロールの輪をボランティアだけでなく親、ＰＴＡにも協力してもらい広げる

○自治会（区）幅広い交流の場を作る（地域の清掃、スポーツ大会）

◎各地域でのスポーツ大会の実施（地区運動会など）

○子育て世代に積極的に声をかける（相談にのる）

◎３世代で取り組む地域の活動を増やす。

○農産物の加工品を作る（夫人の力で料理の工夫）

◎近隣ふれあいネットワーク事業を今後も地域で継続する

○生涯現役
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ボランティア連絡協議会／ ヤ ッ ホ ー 
 

■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」 

～海津市の良いところ、悪いところ～ 

良いところ 

●自然 

 ・自然が身近で良い 
・自然が豊で緑が多い 
・気候が比較的温和 
・四季が美しく自然がたくさんある 
・山紫水明、空気も風景も美しい 

●きづな 

 ・地域としての人のつながりが比較的よく保たれている 
 ・のんびりしている 
 ・お年寄りが元気 
 ・社会福祉協議会の取り組みが良い 
●文化 

 ・海津の能楽はスゴイ!! 
 ・歴史のある町 
 
 
 

悪いところ 

●仲間 

 ・市になっても人の交流が少ない 
 ・三町、早く足並みが揃うと良い 

・三町の人の歩み寄りが足りない 
・地元の人と団地人との交流の場がない 

●交通 

 ・交通の便が悪い(不便) 
 ・公共の交通機関が発達していない 
 ・車がないと不便 
 ・自転車道路が荒れている 
・雪の日にバスが走らない 

●環境 
・環境を重視しているのに町が汚ない 
・道路や川のゴミが多い街灯が少ない 

●病院 

 ・病院が少ない（小児科） 
・病院の立地が悪い 
・医療が充実していない 

●施設 

 ・バリアフリーが少ない 
 ・大きな総合体育館がない 
 ・施設利用料免除 

●その他 

 ・商工会の元気がない 
 ・地震対策が心配 

 
■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 
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   自助（個人）            共助（地域）                  公助（行政） 

  
  
   
                                                                 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
  

安全 

環境 

(大切) 

元気な

子ども 

老後の 

安 心 

文 化 

スポーツ 

憩 

●自転車の交通ルール講習会の開催 
●消火栓・格納箱の点検を消防団員のもと

実施 

●スピーカーで犯罪・空き巣などの情報を流す 

●犬の糞は拾って持ち帰る 
●家の周りのゴミを拾う 
●地区の集積所のルールを守る 

●自治会主体の地域一斉清掃を実施 
●自販機の周りの清掃 
●車からのポイ捨てゴミの清掃 
●ビオトープ作り 
●希少、動植物の保護 
●外来種の捕獲 
●地域で花作り 

●一斉清掃の呼びかけ 
●ビオトープ作り（バードウォッチング） 
●蛍が飛び、釣りができる公園作り 

●地域の行事に多くの子どもを参加させ

る（広く知らせる） 
●登下校時の見守り・声かけ運動 
 

●子ども・障害児が遊べる公園や作りや紹介 
（市内の公園マップ作り） 
●みかげの森の開放（遊び場） 
 

●地区に独居老人の方に声かけする 
●自治会で老人の話（悩み）を聞く場（機会） 
 をもつ 

●使用しなくなった施設（幼稚園など）を 
高齢者が利用できるサロンとして開放する 

●障害者ふれあいコンサートの

実施 
●各サークルごとの活動発表の場を作る

（作品展やミニコンサートの実施） 

●施設使用料の免除 
●文化活動の開催場所として各自治会の集会

所が利用可能かどうか自治連合会の場で確

認してもらう 

●桜の名所を花見の季節前に清掃する 
●中江川・羽根谷・大榑川堤での桜の季節の

 イベント企画やそれらの情報提供 
●見ごろ花・木マップの作成 

ず～っと住み続けたい街 

交通 

●通学路の整備 
●車いす・手押し車の通りやすい道の整備 
●市バスの利用実態を調査分析し、効果的な 
 運用ルート・時間を設定 
●海津市の商店街を利用するための市バスの

運用ルートの見直し 

ず
～
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち 

●地震が起こっても死者が出ない街。家屋の耐震診
断や補強の助成を大々的に行う 

●交通事故を激減させる。運転者の再教育を実施 
●空中散布の実施時間を考える。子どもの通学中は
実施しない 

●中江川の桜まつりの実施 
（みんなが楽しく集まれる工夫） 
●山・川・花・木を生かした場所がたくさんある 
●足湯の場所を増やす 

●市バスで駅や店に行きやすいルートを走ってほ
しい 

●市バスのルートを見直してほしい 
●車に乗れない人が困らない街に 

●環境にやさしい生活。自然を大切に 
●道端にゴミが落ちていない街に（市の一斉清掃を
毎月実施） 

●クリーンな都市にする（物を大切にする、感謝の
心を持つ）＝ゴミの減量化→環境破壊防止 

●文化・芸術を高める町づくり（美術展・演劇・
コンサート） 

●スポーツを通じての町づくり 
●スポーツが盛んな町づくり 
（各種スポーの講習会（教室）の開催       

 

 

     憩 
 
 

 
 
 
 
 

 

●地域ごとに三世代が交流できる行事を増やす 
●子どもが安心して遊べる場所造り→児童館を造る 
●子どもたちの福祉教育 

 
元気な子ども 

文化・スポーツ 

大切 

交通

安全 

憩 

●高齢になっても安心して外出できるサービス 
●悪くなったら、すぐに入居できる老人ホーム 
●健康な人が利用できる老人ホーム 

老後の安心

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 
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ボランティア連絡協議会／  や ま び こ 

 
■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」～海津市の良いところ、悪いところ～ 

 
 

・防犯用の街路灯が少ない 
・学生に対しての自転車の通学路が少ない 

・朝の登校時、地域の方々が子どもたちを見守っている 
・青パトが下多度校区内に８台配備されている 

・温泉があって安い 
・教育委員会が子どもらに講習の場がある 
 （子どもの屋外活動支援をやっている） 
・市役所職員の対応は良い 
・高齢者に対する割引がある 

・庁舎間の連携がうまくいっていない 
・クレームにしないと行政は動かない 
・給食サービスが三町平等でない 
・福祉施設を三町平等に作ってほしい 
・水道代が高い 
（水や花に水をかけても下水代となる）  

・各町の施設のＰＲが少ない 
・バリアフリーが少ない 
（行きたい場所、行ける場所がない） 

・障害者にやさしくない（ハンデトイレが少ない） 
・上水道の使用料で下水道代を決定するのは不合理 
・朝と夜になるチャイムの時間が適切な時間でない 

・やさしい人が多い 
・スクールボランティアの人の活動が活発 

（寒い日、暑い日に同じコートを着て頑張ってい

る） 
・ハリヨやホタルが生きている 
・団地の中でもウグイスが鳴いている 
・景観が最高（水晶の湯からの眺め） 
・川が多く自然が多い 

タ を見 とが き

・田んぼの生き物がいない 
・街路樹などの緑が少ない 
・釣り人が捨てるゴミが多い 
・街路樹の手入れが悪い 
・食用ガエルの鳴き声がなくなった 
・猿が畑のものを荒らす 
・海津市内の用水路の水が流れていない 
・歩道の樹木の掃除が出来ていない 

・公共交通機関が無い 
・公共交通機関をうまく活用していない 
・車に乗れない人は行動範囲が狭くなる 
・南部の旧道に大きい車が入れない 
（線路がバス等の行き来を邪魔する） 
・市バスの利用者が少ない 
・国道Ｒ２５８を暴走族が走っている 
・歩道が狭い、無い 
・町の中の道路が堤防のような道路ばかりで怖い 良いところ 悪いところ 

行政

交通

防犯

環境 
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■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・だんだん公園・ふじのステージが、きれいな所なので多く
の人が利用できたら 

・ホタルが学校のみでなく水路にも飛ぶと良い 
・平田や海津でホタルの飛んでいる川が欲しい 
・田んぼに多くの生き物がいれば 
・町全体が公園のようになり、その公園の中で生活が出来た
ら 

・自然が沢山あり、「ここはのんびりしてるねー、癒される
ねー」と訪問者に言われるような街 

・多くの木がある所が三川公園しかないので高須の近くに散
策が出来る森がほしい 

・美しい田んぼのため、多くの人が農作業をする事ができれ
ば良い 

・休耕田を生かして森を作れれば 
・津屋川内に止水提が有り、自然破壊している 

・子どもに手本となる大人が多くなると良い
・親が子どもに手を出しすぎる 
・子どもと老人が一緒に学べる教室ができれば 
・高齢者、若者、幼児が幅広く集まる場所づくり 
・老人がコンピューターを使える町に 

・高齢者が集まる場所が多くなると良い 

・大規模な商業施設がほしい 

・大学があると若者が多く集まる 

・若者が働ける海津市を 

自然環境

医療関係

教育

施設

心 

・自分の好きなことをして生活ができたら 
・税金を払わなくても良い町だったら 
・その人の良さ（親切心）が分かりやすく色に 

表れたら良い

・ごみのない町にする 

・道路にゴミ、空き缶などが落ちていない 

綺麗な町

・公共交通機関の充実（できれば鉄道） 

・岐阜や名古屋への電車があると良い 

・道路や歩道の幅を広くする

生活

Noゴミ

交通

防犯

ボランティア

挨拶

・子どもも大人も挨拶をし合える町を 

・みんなで知らない人にも挨拶ができる町 

・朝は誰とでも挨拶できる町 

・医師会病院にもっと医科があると良い 
・高齢者の治療費が無料になったら良い 

・バリアフリーシティー海津市 
・市の人材バンクが必要では 
・地域的な差別意識を無くしたい 

・おまわりさんがいなくても大丈夫な町 

・戸締まりしなくても安全な町 

・子どもが外で安全に遊べる環境の町 

（家に戻ってくるまで心配な状況ではいけないので） 

・各小学校に青パトができると良い 

・地域ボランティアが町を案内してくれるシステム 
があったら 
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（自　　助） （共　　助） （公　　助）

●田んぼを生き物でいっぱいにする
●ハリヨの保護をする
●ホタルの保護をする

●市の美化運動に積極的に参加する
●ごみのない町づくりをする

●環境都市宣言をしてゴミ０の町に

●ゴミ、空き缶拾いは行政主体で

●自分のゴミは自分で持ち帰る

ＩＴ化

企業

●企業を誘致する

●ＩＴ企業を誘致する

教育 ●子どもや大人に声かけする

●誰とでも挨拶する
●朝は誰とでも挨拶する

交通

●子どもの持つ悩みを調査する

施設 ●市内のハンディトイレを増設する
●公共施設管理の外注化

パトロール車 ●各小学校区に青パト隊を作る

●一人暮らしの方を見守る ●防犯のため、みんなで声かけする

●地域差別を無くす為、市全体の行
  事を多くする

●家族や地域の人に自分から挨拶す
  る

●環境監視パトロール隊がゴミの不
  法投棄を見回る

●老人がパソコンをやってみようと
  いう気持ちになる

●少し古いパソコンを老人に安く譲
  り、インターネットを教える

●老人でもインターネットが使える
  ようにパソコンを整備する

●働く場所を多くするため企業誘致
  する

●若者が働く場所を確保する為、大
  きな会社を市に呼ぶ

●大規模ショッピングセンターの誘
  致

●高齢者の経験を生かすため、地域
  がボランティアとして役立つ場所
  を作る

福祉

●緑を増やす為に、休耕田にコスモ
  スやひまわりの花畑を作る

●各種団体でクリーンキャンペーン
  を行う

●美しい田や畑の為に、ゴミ等を捨
  てない
●犬のフンは飼い主が始末するよう
  にする

●きれいな町作りのためにゴミ拾い

●自分のゴミ（缶）はもちろん、周
  りのゴミも持ち帰る習慣をつける

●ネコにトイレの習慣をつけるよう
  にする

●お互いの顔を覚えるために、老人、
  子ども、若者が共に活動できる機
　会を作る

●車椅子が通れるように、両側に歩
  道のある道路にしてほしい
●養老線がなくならないように運動
  する

●気軽に話し合えるようにするため
  近くに住む子どもにたくさん声を
  かける

●地域の子どもに注意できる人になる

●障害を持つ子どもの教育機関が必
  要

●養老線が廃線にならない為にも公
  共の乗り物を利用するようにする

●缶ジュースを200円に値上げし、
  100円をリサイクル料とする

●医師会病院に信頼できる医者を呼
  ぶ
●各施設の使用料金を安くするかタ
  ダにする

●小、中学生の下校時に市民と職員
  がパトロールする

全環境

生活環境

●小学児童対象の野外活動支援ボラ
  ンティアが必要 ●地域ボランティアで老人、幼児が

  話し合えるよう地元の方と計画を
  たてる
●子どもの教育のため、子どもと一
  緒にいる時間を多くする

声かけ

●自分で医者にかからない丈夫な身
  体をつくる
●生活習慣に気を付け規則正しい生
  活をする

■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 

 

環境にやさしいまちづくり 
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政 地　　域

自　　然災　　害

行　　政

大江川のゴミが多い
（粗大ゴミ・カン等）

田の中の石を道へ出す
（隅に出してほしい）

良いところ

悪いところ

海津市は「ナアナア」
（いいかげん）が多い

地震に対する備え
が少ない

市の人々はやさし
い

南濃町内の中学校
の統合が進まない

市になりコミュニケー
ションが少なくなった

地域のコミュニケー
ションが少ない

市のイベント・ボラン
ティア活動がさかん

行政が少し遠くに
感じる

市役所の窓口が
不明

海津市の福祉施設
の禁止条項が多い

市の施設の利用料
金が必要になった

隣近所のつきあい
が少ない

皆さんが親切

旧３町の交流が良
くなった

小学生のあいさつ
が気持ちいい

中高生のあいさつ
が返ってこない

山等の自然が良
い　（南濃北部）

竹林等の自然が
きれいである

川魚が少ない

市内に温泉があ
ることがうれしい

緑が多く住みやすい
地震に良い竹やぶ
が多い

花を見る人のマナー
が悪い

子供達のあいさつ
がうれしい

ボランティア連絡協議会／ や す ら ぎ 

 
■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」～海津市の良いところ、悪いところ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 
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皆であいさつが出来る町
みんなで近所のお世話
が出来る町

清掃活動で自然保護を
する町

自然動物と共に住める町

美しい町
花いっぱいの町

住んで良かったと思う町
南濃町には自然が多い
ので山登りの会を作る

道路にもっと花を（草を早
く刈る）

子供達が安心して遊べる公園
があるといい

行政が地域に頼れる町

花壇の多い町　→道路
沿いに花壇を

大人の人達が声をかけ
る

子供を見守れる町
危険なところを皆が知っ
ている町

若い人が働く所が多い町
ｼﾝｸﾞﾙと高齢者世帯との
共同生活が出来る町

地域ごとに行政職員が担当者
となり相談に応じる

海津市役所一本化に横のつ
ながりを密にしてほしい

福祉施設が使いやすい町 下水道料金が高くない町

いつでもゴミを持ち込めるス
テーションがあるとよい

生ゴミの出し方が統一された
町

高齢者が安心して暮らせ
る町

あいさつ道路（中高生と
大人のあいさつ）を作ろう

中学生のお祭り参加　→
高齢者との交流

地域での女性などの交
流の場を作る

買物等が近くで出来る町
（移動）

高齢者が気持ちよくすご
せる町

そ　　　の　　　他

行　　　　　　　政
大人から声をかける 町で運動会を開催する

農家の人が中心に野菜
作りを教える

災　　　　　　　害

災害があったら助け合える人
との輪ができている町

自　　　　　　　然

災害時の役割分担をしている
町

小中高生の通学路が安
全な町

深夜にパトロールする町

保護する部分の表示を
する　→植林等

山の手入れ→昔のように松
茸が出るように木を植える

地　　　　　　　域

隣近所とのふれあいの
ある町

直系家族が住みやすい
町

一人住まいが出来る町
３町の交流が出来る会
合が出来る町

今まで起きた災害を踏まえ、
地域の役割分担を考える

地域で災害対応準備が出来
ている町

行政参加が出来る町（一日職
員等）

行政の横割りがある市役所に

ゴミの出し方が徹底された町

災害時に近所との連絡が出来
る町

自治会で災害の事を話し合
い、役割分担する

南濃町の山へ木を植え
る

桜並木がきれいな町,空き
地の草むらがきれいな町

(理想のまち) 凡例

みんなであいさつが出来る町
（大人から声をかける）

大人から声を掛け、あいさつ
ができる

皆であいさつが出来る町（自
分の方から声をかける）

近所どうし仲良くする町

自分でできること

地域でできること
行政に依頼すること

深夜にパトロール

地域に共同の花壇を
作る

地  　　　域

隣近所とのふれあいのある町

登下校時に子どもを見守る
（家の近くで）

子どもを見守る（通学時の見
守り）

危険な所を皆が知る 子どもを見守れる町

近所の一人暮らし世帯への声
掛け

あいさつ （大人⇔子ども）

普段から近所と仲良くし、協力
し合う

災害に対する対応を近所で話
し合えるようにする

災害時に備えて食料を確保す
る

災　　　　　害

道路にもっと花を植える（仲間
で協力すればできるかな）

花を植える

危険なところを皆が知ってい
て、言葉掛けができる町（標識
作り等）

心　　や　　さ　　し　　い　　町

木を植える／草を刈る／花を
植える

 自　　　　　然

企業を誘致する
買物が近くで出来る町（車に乗
らなくてもよい町）

花壇の手入れ（草取り）

清掃活動（地域の道路の草刈
り）

行　　　　　政

子どもを見守れる町

自分で一品料理ができる 自ら交流の場を作る

そ　　の　　他

福祉施設が使いやすいように
見直してほしい

行政施設利用をもっと簡単に
する

各分野のスペシャリストを養成
する

地域ごとに行政職員が担当者
となり、相談に応じる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 
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マ　　　　ナ　　　　ー

自　　　　　　　然 交　　　　　　　通

自　　　治　　　会

防　　災　　防　　犯

自然が豊かで環境が整った町
自然を守るために市から各自治会に協力を
呼びかける町

老人・子どもにとって交通が
便利な町

市営バスの運行の考えを広く
して、地域内だけでなく拡大し
た町

防災・防犯で守られている町
防災・防犯と地域の輪と近所
のウワサ話は利用価値があ
る

マナーを守る町

三世代が一緒に参加すること
が多い町

自治会の運営がスムーズな町
コミュニケーションがスムーズ
にできる町

環境がよい 自然が豊か 海津市の広々とした地域 道路がよい 道路が良い

自然の中にありながら
自然にとけやすい

せっかくの自然が破壊されつ
つある　（外来種（魚・タニシ））

全体として衛生面が悪い
（川・道路脇）

交通が不便
電車の駅がない
（海津町・平田町）

近所のウワサ話が多い 小学校の校庭が荒れている
子どもの人数が特に少なく
なってきている

防火用水が完備している
交通の便（道路）が良いため、
用心が悪い

凡例
海津市の良い所
海津市の良くない所

協同作業の輪がしっかりして
いる

自　　然　　環　　境

車なしではどこへも出られない
老人に不便

交　　　　　　　通

責任感のある人が多い 新鮮な野菜が食べられる

魚釣りの人がゴミを捨てていく
海津市の管轄の草刈があま
りやれず、美を損なう

マ　　　　ナ　　　　ー

地　　　　　　　域

防　　災　　防　　犯

海津地区民児協／ カエルクラブ 

 

■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」～海津市の良いところ、悪いところ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 
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(理想のまち)

ゴミを捨てない
道路や川のゴミを絶対
捨てない（公共意識）

声かけ運動

（いってらっしゃい・おかえり）

声かけ運動

　　おはよう

　　こんにちは 凡例

　　ごくろうさま 自分でできること

地域でできること

行政に依頼すること

産　　　　　　　業

防犯運動を行う

弱者にやさしい町づくり

養老線の駒野駅・石津駅と
海津町を結ぶバスの整備

防災訓練を町全体で行
う　　（年１回）

車のない人の交通の便をよく
する

消火栓の設置

自治会・行政一致して
防災訓練

公園のマナーの向上
（ゴミと犬のフン）

主要道路脇の除草作業

交　　　　　　　通地域で防災訓練

職場を誘致する

ジャンボタニシの駆除

ゴミを拾う

身の回りの掃除により
美化に協力

自分の地域からゴミをなくす
（一斉美化のようなもの）

なるべくゴミを出さない生活
を心がける。必要な物は必
要なだけ買う

草取り美化運動

水路をきれいにする

公共場所の清掃
（集落一体として）

交通の便をよくする花を植える

ゴミのポイ捨ては絶対し
ない（公共意識を持つ）

用水路の除草とタニシ
の駆除

あいさつ運動

自治会・行政一致して
集落の清掃

弱者の手助けをする

あいさつで登下校を見
守る

あいさつする

防　犯 ・ 防　災環　　　　　　　境

不審者・変質者・ＤＶ・児童
虐待と感じた時は、すぐに
通報する気持ちを持つ

子どもの登下校時に何
気なく見守る

できるだけ車を使わず、
自転車・徒歩を心がける

堤防の土手のゴミを
なくす

主道路の整備（草刈）

村の寄合を大事にし、
参加し、相手や相手の
意見を尊重し、合議を
めざす

地域の交流をもつ

（家族全員参加）

三世代の交流会をする

地域で助け合う声かけ

（パターゴルフ）

花いっぱい運動で、地区の公園や集会所の園芸
の応援

マナーを守る

マ　　　ナ　　　ー地　　　　　　　域

川のコンクリートや鉄板
の護岸工事をやめ、で
きるだけ自然に戻す（水
辺と浄化作用）

施　　　　　　設
近所の子どもへの言葉掛
けにより、防犯・明るいま
ちづくり

“思いやり”をもってみんなが参加する町

道路整備や造成を極力
抑え、田園や木立の風
景をできるだけ守る

どんな寄合・会議におい
ても相手を尊重し、合議
を深め、結論を急がない

老人のウワサ話などを
利用して、防犯の呼びか
けに再利用

段差のない道路・建物を
造る

■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 
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平田地区民児協／ こ ん 平 田 

 

■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」 

～海津市の良いところ、悪いところ～ 

良いところ 

●農産業  
・農業基盤が完備され良い営農ができる 
・未開発地があり、事業開発に良い 

●地域  
・ボランティアグループが協力的 
・住民の心が温かである 
・事件が少ない 

●道路  
・道路整備が行き届いている 

  ・道が良くなって車が走りやすくなった 
●施設  
・公共施設が立派である 

●交通安全  
・交通安全の見守りは大変良い 

●観光  
・温泉が各地域にある 

 ・お千代保さんは参拝者が多い 
●自然  
・水害の心配がほぼ無くなった 

 ・のどかな自然に恵まれている 
・道路、水路、排水機等が完備されている 

 ・広々とした土地がある 
  ・山や川があり自然の変化に富んでいる 
●子ども  
・子どもたちが明るく挨拶ができる 

 

悪いところ 

●農産業  
・商店街に活気が無い 
・サラリーマンの勤務地が市外に多い 
・市内に大きな工場がなく工場誘致が必要 

●交通機関  
・交通の便が悪く老いた人にはきつい 
・交通の便が悪い 
・公共交通機関がない 

●医療    
・専門医がいないので医療機関の充実を 

●地域  
・地域の関わりが薄くなってきた 
・町内に若い人がいなくなり、高齢化している 

●防犯  
・３県の境にあり犯罪が多い 

 ・最近地域で車中荒しが何件もある 
●行政  

・庁舎が統合されておらず不便である 
 ・市役所に見知った者がおらず用事を頼みづらい 
 ・文化センター等の場所が分かりにくい 
 ・電話や窓口での対応が悪い 
 ・三町の連携が上手くいっていない 
 ・公共施設が無料で使えない 
 ・合併により色々な補助面がカットされている 
 ・市になって何もかも不便になった 
 ・市職員がいつでもたばこを吸って休憩している 
 ・広報無線が聞こえにくい 

●道路  
・道路が狭いところがある 

●施設  
・リバーサイドプラザが有効に使われていない 

●交通安全  
・交通事故が多い 

●観光  
・観光面で連帯感がない 

 ・観光地は色々あるがＰＲ不足 
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挨拶 
 自助 ・地域の皆さんや子どもたちに声をかける 

・挨拶運動を広める 

共助 ・隣、近所での言葉かけ 

・子どもの見守り 

会議 

公助 ・民間人によるイベント、推進会議の場を設ける 

・市の行政説明会と市民の意見交換会を地域で開く 

・観光の総合的なＰＲを考える 

子育て 

自助 ・18 歳未満が見てはいけない本は、書店やコン

ビニで陳列方法を厳しくする 

・地域で子育ての見守りを 

共助 ・登下校時の子どもたちの見守り 

公助 ・児童館を設置する 

安全 
自助 ・危険な場所の見回り 

共助 ・地域の安全確認 

・カーブミラーの点検整備 

公助 ・市内の見回り点検 

・危険地域の整備 

・自転車道及び街路灯の整備 

高齢者 

 自助 ・高齢者を支援する 

共助 ・一人暮らし高齢者の見守りを知人としたい 

・寝たきり老人を助け合う 

公助 ・シルバー人材センターの活発化 

清掃 
自助 ・近所のゴミは自分たちで拾い集める 

・道路に出ている樹木及び道路の草刈り 

・道路上のビンや缶を拾う 

共助 ・清掃活動をする 

・老人会長で道路清掃 

スポーツ 

公助 ・スポーツ教室を開く 

・市に各種スポーツ同好会を作る 

・スポーツを行うにあたって、施設の利用を簡単に

環境 

公助 ・空き地の再利用 

・公園等の楽しめる場所を作る 

防災 
共助 ・地域ごとで防災訓練を行う 

・災害訓練で避難場所を確認 

交流 

自助 ・行事に積極的に参加する 

共助 ・子ども会活動を活発に 

・３世帯交流ができるイベントを企画 

・子どもたちが集うイベントの企画 

教育 

共助 ・若者のグループ活動が活発になるようリーダー

の養成 

企業 
共助 ・各会社や工場が連携し子どもを預かる施設を作る

公助 ・企業や工場の誘致を行う 

イベント 
・行事を市１本で開催 

・楽しいイベントを企画する 
勤務地 
・市内勤務が多い町 

・地元で働ける場所を多く 
心 
・合併になって気持ちが小さいもっとのびのび生きたい 

スポーツ 
・スポーツ選手育成に力を注ぐ町 

・スポーツ振興させる町 
行 政 
・庁舎の統一 

・市民の意見を行政に生かす町 

・庁舎が一つに統一されると良い 
交 流 
・思いやり助け合い安心、安全な町 

・独居老人の少ない町 

・地域の子どもたちの見守りがある町 

・３世帯４世帯の住む家族が多くなる町 

・３世代交流地域のつながりの深い町 

 

子ども 
・子どもたちが皆で遊べる場所が多い町 

・子どもたちを楽しめるイベントを開催する 

・子どもを多く生める町 

産 業 
・大きな商店が来ると良い 

・シャッター通りの無い、活気ある町作り 

・町財政が裕福な町 

憩 い 

・気軽に集える場所作り 

交 通 
・交通の便利な町 

・道路の広い町 

施 設 
・防災施設を完備した町 

・市民病院を建設 

公 園 
・山を使って自然動物園や遊歩道を 

環 境 
・ゴミの無い町に 

・四季の草花を育てる 

・自然でのどかな町に 
 

 

■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 
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南濃地区民児協／ フ ル ー ツ 

 

■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」～海津市の良いところ、悪いところ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 
 

 

・山・川があり美しく良いところ 
・緑が豊である  ・自然が豊か 
・景色がきれい  ・気候が暖かい 
・水がきれい（おいしい） 
・災害が少ない 

・平地は水害が心配（地盤が弱い） 
・山があるため西方向に開けていかない 
 

自然環境 

・南濃みかんの評判が良い 
・野菜・果物・米がおいしい 
・新鮮な野菜・果物が多い 
 （恵まれている） 
・児童福祉に欠ける 
・子どもたちを遊ばせる場所が少ない 
・総合病院が無い 
・図書館の本の種類が少ない 
・町が暗い 
・合併によって不便を感じる（施設使用料が必要と

なった） 
・中学校統合で南濃中が無くなることに不安を感じ

る 
 

農作物 

施設整備 

・住宅地と農業地に分かれている 
 

・鉄道がある 
・車にさえ乗れれば交通の便がよい 
・住宅地に最適である（恵まれている） 
・都心に近かい 

・人情の厚い人が多い 
・スクールボランティアが良い 
・治安が良い 
・人のつながりが残っている 
・子どもたちが、おぼこい 
 
・地域の交流が少なくなった 
・市になっても活動がバラバラ 
・地域性が強い 
・他人のあげ足をとる人が多い 
・人のつながりが蜜な反面、外からの人に対して排

他的である 
 

人間関係 

・交通の便（交通機関）が悪い 
・道路が狭い 
・駅前がさみしい 
・高校や大学に通学するのに大変 
 

交通面 

・生活費がかかる 
・買物する場所が少ない 
・商店がどんどん無くなる（活気がない） 
・山と川に挟まれて南北に細長く商売がやりにくい 
・介護保険料が高い 
 

生活環境 

良いところ 悪いところ 
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健康 

自助（個人） 
●体力づくり（スポーツ・ジョギング・

ハイキング） 
●友達つくり（旅行・鑑賞会 
 講演会 

共助（地域） 
●運動会（三世代スポーツ大会） 

公助（行政） 
●健康作りの講演会（出前講座） 
●訪問リハビリ 

交通 公助（行政） 
●鉄道をなくさない 

自然環境 

自助（個人）
●ゴミの減料 
●ゴミ処理等のマナーを守る 
●率先してゴミを拾う 
●空気浄化のために緑を増やす（家の周

りに木を植える） 

共助（地域）
●ポイ捨て・不法投棄のないようにパト

ロール 
●ゴミの出し方（注意）などを文書にて

回覧する 
 

施設 
共助（地域）
●道路の拡幅に協力する 
 
公助（行政）
●地域にバランスのとれた施設の建設 
●住宅や工場を増やす 
●総合病院の建設 
●高級住宅街の誘致 
●児童館の建設 
●上下水道の充実 
●住民税の軽減 
●子どもが安全に通学できる学校づく
り 
●小規模で多機能な在宅介護 
●自然を活かした地域割を考える 

地域 

交流  

共助（地域） 
●積極的にあいさつをする 
●高齢者の利用(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ) 
●自治会単位の助け合い組織。 
●公民館での活動（サークルの参加） 

自助（個人） 
●ｽｸｰﾙﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに参加 
●三世代交流や祭り・運動会・清掃に参
加 

●市内の施設を積極的に利用 
●隣近所と仲良く 
●草花を育てる 
●自然が豊かなことを話題に話をする 
 

生活 

物資 

自助（個人） 
●買物は市内ですませる 
●物作りをする。（野菜・花） 
 

文化 

教育 

公助（行政） 
●文化水準が高いまちにする 
 （本物と接する機会をつくる） 
●教育に力をいれる 

共助（地域） 
●特産物の積極的なＰＲ活動 
●地産地消 

人口 

自助（個人） 
●公共交通機関を利用する 

できることからスタート！ 

自助（個人） 
●公共交通機関を利用する 

公助（行政） 
●結婚相談所 
 

自助（個人）
●文化施設を積極的に利用する 

     

  
 

   

                         

 

  
   

  
   
 
 

住
み
た
い
な
ぁ
！ 

○
○
○
○
街
に 

・市内どこでも公共交通機関で行ける 
・鉄道のある町（廃線にならない） 
・道路広く拡幅に協力 
・海津市から名古屋までの直通鉄道 
・交通手段を利用しやすい時間に 

・自然を生かし、住宅地域・農業地域、商工業を発
展させる 

・緑豊かな市（空気がきれい） 
・川の水がきれいで魚がたくさん泳いでいる 
・水道水がいつまでもおいしく飲める 
・環境の良い町（ゴミを個人で燃やさない） 
 

・人口が増える 
・人口 10 万人を目指す 

・市民税が安い町 
・年令制限のないサービス 
 （平等な住民サービス）       
・市民税が安く、消費税が不要な町    

・小さい子からお年寄りまでが助けあって過

ごすことができる 
・地域交流が気軽にできる町 
・助け合い精神が充実している 
・安心して子育てできる 
・気軽にあいさつができる 

・福祉を(児童・老人)充実させる 
・福祉(文化)施設の充実・分散 
・児童館がある 
・地域にあった学校の統合・設置 
・各専門の医療機関がある 
・安心してかかれる医療機関がある 

・治安の良い市   
・安心して住める町 
 

・高齢者にも仕事がある 
（元気なうちは仕事がある） 

・市内ですべての買物ができる 
・買物が安く便利にできる 

地域交流 

人口 

施設 

自然 

仕事 

生活物資 
その他

交通 

治安 

■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 
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安全で豊かな住みやすい町  
人とのつながり 

 

 

安  全  

 

 

 

 

スポーツ  

 
イベント  

 

憩  い  

 
公衆電話  

 
 

 

お  店  

 
 
 
農  業  

 
電  車  

 
 
バ  ス 

 
 
娯楽施設  

 
 

その他 

 
 

 

 ・サッカーをやれる場所を増やしてほしい 
 ・スポーツが活発な町にしてほしい 

 ・電車賃を全部１００円にしてほしい 
 ・路面電車が走る町 
 ・電車の本数を増やしてほしい  

 ・お年寄りが過ごしやすい町がよい 
 ・子どもからお年寄りが楽しく暮らせる町 
 ・地域の方と交流できるところがあるとよい 

 ・皆が遊べる広場をもっと多く 
 ・娯楽施設が充実した町 
 ・観光や遊べる場所がほしい 
 ・ただで魚釣りができるところがほしい 

  ・店を増やしてほしい 
  ・朝市が開かれる活気のある町 
  ・大型店舗が近くにあるといい 
  ・ファーストフード店があるといい 
  ・コンビニが増えてほしい 

 ・行事（イベント）などを増やす 
 ・大規模な夏祭りをしてほしい 

 ・バスの本数がもっとあると便利 
 ・もっと交通手段を増やしてほしい 
 ・交通網が発達したが便利な町 

  ・気持ちを落ち着かせる場所がほしい 

 ・公衆電話が無いので作ってほしい   ・虫が少ない町が良い 

 ・果物が沢山とれる町 
 ・草を刈ってほしい 
 ・街灯が多く明るい町 
 ・広い道路があると良い 
 ・歩道等がある安全な道が多くなると良い 
 ・橋とか危ない所がなくなるといい 
 ・多くの橋がかかり便利な町 
 ・事件が少ない安全な町にしてほしい 

●田畑(ハウス)がたくさんある 
●養老山脈(緑)がきれい 
●空気がきれい 
●水が豊か     自然 
●自然が多い  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●店が少ない お店 
●店までが遠い 

●田んぼが多い（田舎） 
●人(地域)の交流の場が多い。 
●人がやさしい。 

地域交流 ●電車の本数が少ない 
●交通手段が不便 

交通の問題 

●街灯が少ない   

●道の狭いところがある 
●通学途中の橋に柵がなくて危ない（怖い） 
●自転車で通るのに草が刈ってなくて邪魔になる

●変質者が多い  安全問題 
 

●みかんなどの特産物がある 

●野菜がとれる   地産地消 

●地域でとれるものが豊富 

●観光する所が少ない 
●遊べるところがない 

観光・遊び 

●市バスの本数が少ない 
●バスが時間どおり来ない  要望 

●福祉施設がたくさんある 

福祉施設 

良いところ

悪いところ

海津明誠高校／ 濃 尾 平 野  

 
■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」～海津市の良いところ、悪いところ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 
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スポーツ 

自助（個人） 

●みんなを誘ってスポーツする 

共助（地域） 

●休日に仲間とスポーツする 

公助（行政） 

●プールを作る 

交通 

公助（行政） 
●安全な道をつくる 
●広い道路をつくる 
●電車やバスの本数を増やす 
●電車をつくってほしい 
●バスの乗車賃を 100 円に 
●海津町や平田町に電車を走ら

せる 

環境

自助（個人） 

●草取りをする 
●ゴミを拾う 
●空缶やゴミはきちんとゴミ箱

に捨てる 
●虫を殺す 

共助（地域） 

●友達同士で草刈りする 
●定期的に清掃活動やゴミ拾いを
する 

公助（行政） 

●虫を少なくしてもらう 

イベント

共助（地域） 

●夏祭りを仲間と盛り上げる 
●店を出す 
●イベントを企画する 

公助（行政） 

●夏祭りを企画する 
●行事を増やす 

人との 

つながり 

自助（個人） 

●積極的にあいさつをする 
●困っている人がいたら助ける
●ボランティアをする 
●自分から地域交流をする 

共助（地域） 

●地域の人と交流を深める 
（交流会の企画） 
●学校行事に地域の方を招待

する 
●見回りをして不審者から子

どもを守る 

公衆電話

野菜 
共助（地域） 

●地域で野菜園をつくる 

Ｌeｔ’ｓ  Ｐａｓｓｉｏｎ Ｃｉｔｙ！ 

バリアフリー 
公助（行政） 

●お年寄りが暮らしやすい町 

公助（行政） 

●公衆電話の設置 

店 公助（行政） 

●大きな店をつくる 
●観光施設をつくる 

■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 
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山がキレイ 空気がおいしい 空気がおいしい

自然が美しい 自然が多い 自然が多い 街灯が少ない 街灯が少ない

自然が豊か
自然豊かである
（田んぼ畑が多い）

田んぼや畑がたくさんある
自然豊か 店 夜暗い道が多く、

明るい道が少ない
信号をつけてほしいとこ
ろが多い

あたたかい（気候） まわりが田んぼばかり ゴミが多い（道路・川）
学校まわりにコンビニが
ない

細い道が多い 細い道が多くて迷う

川が汚い 川が汚れている 虫が多すぎる 商店街に活気がない 通学路に障害物が多い
橋を降りてからの坂の草
を刈って欲しい。邪魔…

あいさつをしてくれる方
が多い

あいさつをしてくれる
あいさつをしてくれる人
がいる

店が少ない

高齢者の方が多く元気
である

凡例 交通の便が悪い 交通の便が悪い

自　　然

自然が多い 街灯が少ない

野　　　菜

野菜が新鮮

地産地消している

交　　　通

地 域 の交流

自然が多い 自然が多い

地域のふれあいがある
定期的にゴミ拾いや
草むしりをしている

老人が多い（元気）

あいさつをすると笑顔で
かえしてくれる

地域の方が優しい 地域の交流が多い バスの本数が少ない

　　　　　通学　　　　　　

自転車で通うと道の段
差が多い

道

街灯があまりない

店が少ない

福祉 ・ 学校

野菜が新鮮

学校が素晴らしい
→海津明誠

大きな店があまりない

電車やバスが少ない店がない

交通の便が悪い

駒野の駅とトイレが汚い

交通の便が悪い

いろいろと不便
（バスの本数）

海津市のよい所

海津市のよくない所

バス（電車）の時間が
あまりないから不便だ

バリアフリーが多い

危険な場所が多い

変質者が多い

安　　全

 
海津明誠高校／ Ｃｏｌｏｒｆｕｌ  

 
■第１回ワークショップ 

テーマ：「海津市の現状を見つめよう」～海津市の良いところ、悪いところ～ 
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道に障害物がない町 道が広い町
福岡橋の所にさくを設
置する

歩道が広くて多い町
自転車専用の道がある
町

道が広い

坂がない町
通学路の道を広くして
欲しい

店が多い町 大きな店がある町

本屋がたくさんある町 飲食店を増やす

交通を便利にする 交通機関が便利
交通の便をよくして欲し
い

スーパーが欲しい 店がたくさんある町

交通手段が多い町 交通機関が便利な町
おいしいものがたくさん
食べられる町

どこまで行っても１００円
のバスがある

電車の本数を増やして
欲しい

電車の数が少ない
変質者がいない町に住
みたい

安全な町（防犯）

駅が多い町 駅が近い町に住みたい 駅を活気付ける 町 安全な町（交通） 安全な町（交通）

スーパー

安　全

街灯を増やして欲しい

田んぼばかりの道にも
たくさん街灯がついてて
明るい町がいい

娯　　楽

遊ぶ場所がある町 遊ぶ場所が多い町

（交　　　通）

雰囲気が明るい町

ゴミが少ない町

あいさつが多い町

バスの数が少ない

福祉施設が多い

施　　設
動物がいっぱいいて癒
される

スポーツ施設が多い町 福祉施設が多い町

もう少し駅が近くなって
欲しい

交通の便

道

駅

公共交通機関

電車やバスが多い町
電車の本数を多くして
欲しい

タクシーが無料だったら
いい

いろいろな店がいっぱ
いある

遊ぶ場所がある町

大きいスーパーがある
町コンビニ

ゲーセンが欲しい

ゴミがない

きれいな町

ゴミがない町

環　　境

街灯が多い町

夜明るい町

コンビニとか大きいお店が
ある町に住みたい

コンビニや大きな店を増や
して欲しい

都会化した町

コンビニや大きな店を増やして
欲しい

国道沿いだけでなくもっと増
やして欲しい

コンビニが多く欲しい

(理想のまち)

ごみひろいをする お店を増やしてほしい

ゴミ拾いを進んでやる
娯楽の場所を作っても
らう

凡例

自分でできること

地域でできること

行政に依頼すること

ごみをひろう

ゴミ拾いをする

ゴミ拾いをする ゴミ拾いをする

防犯対策をする

店を増やしてもらう 店を増やしてもらいたい 防犯対策を自ら行う 防犯用具を持ち歩く

店を増やす お店を増やす 防犯対策をする環　　　境

C i t y    B e f o r e    A f t e r
店 防　　　犯

お店などをつくってもらう

店を作るように頼む

施　　　設

スポーツ施設を増やすよ
うに頼む

福祉施設を作る

街灯をつけてもらう 街灯をつけてもらう

バスの本数を増やす

道を広く 駅を増やしてもらう

歩道を広くしてほい 歩道を広くしてほい（橋の所）

道などの整備 道を舗装する

花を植える

まずは学校の周辺から
みんなでゴミ拾い

交通機関を増やしてもらう

公衆トイレを増やす

道の草刈り

ゴミはゴミ箱へ捨てる

ゴミ拾いをする

ゴミを捨てないようにする ポイ捨てなどをしない

石をひろう

週に１回のトイレ掃除

公園のそうじ

学校で動物を飼う

交　　　通

小・中学生が下校するときに防犯パ
トロールなどをしてもらう（高校生）

あ　　い　　さ　　つ

あいさつを進んでする あいさつを進んでする

パトカーで見回り

自分からあいさつ もっとあいさつをする

ゴミ箱を設置する

ゴミを拾う

ゴミを捨てない
ごみをすてないようにす
る

町を見回りする

登下校をみんなでする
（小・中学校）

防犯グッズを買う

地域や学校でのあいさつ
を増やす

地域など協力してあい
さつ運動をする

街灯をつけてほしい 街灯を増やす

地域の人にあいさつ 何があっても笑顔

地域で防犯パトロールなどし
てもらう

地域の人達がパトロール
する

■第２回ワークショップ 

テーマ：「地域の理想像－理想的な海津市の将来像を考える－」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■第３回ワークショップ 
テーマ：「海津市が理想のまちになるために私たちにできることを考えよう」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 103

４．海津市地域福祉計画策定の経過 

 

年 月 日 会  議  名  等 内      容 

平成 18 年 
８月 ７日 

ワーキンググループ会議 

８月 11 日 検討委員会 

８月 24 日 第１回策定委員会 

・地域福祉計画の概要説明及びアンケー
ト調査票の検討 

９月 19 日～ 
10 月 20 日 

アンケート調査実施 ・市内在住の 18 歳以上の市民 2,000 人

平成 19 年 
３月 ２日 

ワーキンググループ会議 

３月 ８日 第２回策定委員会 
・アンケート調査結果報告 

７月 17 日 ワーキンググループ会議 

７月 26 日 第３回策定委員会 
・地域福祉計画素案の検討 

10 月 11 日 第４回策定委員会 ・地域福祉計画素案の検討 

10 月  日～ 
11 月  日 

パブリックコメントの実施
・計画書案を海津市パブリックコメント
手続実施要綱に基づいて実施 

12 月  日 第５回策定委員会 ・地域福祉計画の確定 

平成 20 年 
１月  日 

 ・市長答申、議会報告 

 
 

■策定委員会の様子 
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【市民参加型ワークショップ会議開催経過】 

 
①市民福祉会議 

 

年 月 日 実施工程 

平成 18 年 12 月 22

日 

オリエンテーション 

平成 19 年 １月 22

日 

第１回会議(きらり) 

２月 19 日 第１回会議（快会の会・そうかい） 

３月 ６日 第２回会議 

３月 20 日 第３回会議 

４月 16 日 第４回会議 

 
②ボランティア連絡協議会 

 

年 月 日 実施工程 

平成 19 年 ４月 24

日 

第１回会議 

５月 ８日 第２回会議 

５月 30 日 第３回会議 

 
③民生委員児童委員協議会 

 

年 月 日 実施工程 

平成 19 年 ６月 20

日 

第１回会議・第２回会議 

６月 28 日 第３回会議 

 
④海津明誠高等学校 

 

年 月 日 実施工程 

平成 19 年 ６月 11

日 

第１回会議 

６月 18 日 第２回会議 

６月 22 日 第３回会議 
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５．地域福祉計画策定のための各種委員会設置条例等 

（１）海津市福祉計画等に関わる計画策定委員会条例 

平成 17 年３月 28 日 

条例第 90 号 

(設置) 
第１条 海津市福祉計画等の策定及び改正にあたり、必要事項等の調査、審議を行うため、

次条の各計画ごとに、各計画策定委員会(以下「各委員会」という。)を設置する。 

(所掌事務) 

第２条 各委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項について調査、

審議を行い、市へ提言する。 

(1) 地域福祉計画に関すること。 

(2) 介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計画の見直しに関すること。 

(3) 次世代育成支援行動計画に関すること。 

(4) 障害者計画に関すること。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める計画に関すること。 

(組織) 

第３条 各委員会は、別表に掲げるもののうちから、市長が委嘱する委員 20 人以内で組織

する。 

(任期等) 

第４条 委員の任期は、各委員会２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

(委員長及び副委員長) 

第５条 各委員会ごとに委員長及び副委員長各１人を置き、それぞれ委員の互選によりこ

れを定める。 

２ 各委員長は、会務を総理し、各委員会を代表する。 

３ 各副委員長は、各委員長を補佐し、各委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、

その職務を代理する。 

(会議) 

第６条 各委員会は、各委員長が招集し会議の議長となる。 

２ 各委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 各会議の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

(意見の聴取) 

第７条 各委員会は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聴取することができる。 

(庶務) 

第８条 各委員会の庶務は、主管課において行う。 

(秘密の保持) 

第９条 各委員会の委員は、職務上知り得た事項を他にもらしてはならない。 

(補則) 

第 10 条 この条例に定めるもののほか、各委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この条例は、平成 17 年３月 28 日から施行する。 
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別表(第３条関係) 
代 表 者 関   係   計   画 

 1 住民団体関係者   地域福祉計画、介護保険事業計画及び高齢者保健福祉 

  計画、次世代育成支援行動計画、障害者計画 

 2 市議会議員  地域福祉計画、介護保険事業計画及び高齢者保健福祉 

  計画、次世代育成支援行動計画、障害者計画 

 3 学識経験者  地域福祉計画、介護保険事業計画及び高齢者保健福祉 

  計画、次世代育成支援行動計画、障害者計画 

 4 保健医療関係者  地域福祉計画、介護保険事業計画及び高齢者保健福祉 

  計画、次世代育成支援行動計画、障害者計画 

 5 福祉関係者  地域福祉計画、介護保険事業計画及び高齢者保健福祉 

  計画、次世代育成支援行動計画、障害者計画 

 6 行政機関関係者  地域福祉計画、介護保険事業計画及び高齢者保健福祉 

  計画、次世代育成支援行動計画、障害者計画 

 7 学校教育関係者  地域福祉計画、次世代育成支援行動計画 

 8 介護経験者  介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計画 

 9 ボランティア 

   関係者 

 介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計画、次世代 

  育成支援行動計画、障害者計画 

10 その他市長が 

   必要と認める者 

 介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計画 

  次世代育成支援行動計画、障害者計画 

 

（２）海津市地域福祉計画検討委員会設置要綱 

平成 18 年７月 28 日 

訓令甲第 18 号 

(設置) 

第１条 海津市における総合的な地域福祉の推進を図るための計画(以下「地域福祉計画」

という。)の策定及びその推進をするため、海津市地域福祉計画検討委員会(以下「検討委

員会」という。)を設置する。 

(所掌事項) 

第２条 検討委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 地域福祉計画の策定及び推進に関すること。 

(2) 地域福祉計画の策定及び推進における関係部課の総合調整に関すること。 

(3) その他検討委員会が必要と認める事項 

(組織) 

第３条 検討委員会は、別表第１に定める職にある者及び委員長が指名する者をもって組

織する。 

２ 委員長は、市民福祉部長をもって充て、検討委員会を代表し、議事その他の会務を統

括する。 

３ 検討委員会は委員長及び委員をもって組織する。 
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(会議) 

第４条 検討委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 委員長が必要と認める場合は、会議に関係課等の者の出席を求め、意見又は説明等を

聴き、又は関係課等の長に対し資料、情報等の提出を求めることができる。 

(ワーキンググループ) 

第５条 検討委員会に、海津市地域福祉計画検討委員会ワーキンググループ(以下「ワーキ

ンググループ」という。)を置く。 

２ ワーキンググループは、別表第２に定める検討委員会の委員の所属する課等の者で、

当該所属長に推薦された係長級の者をもって充てる。 

３ ワーキンググループは、計画の策定上必要な資料の収集、調査研究を行い検討委員会

に報告するものとする。 

４ ワーキンググループは、福祉総務課長が招集し、これを主宰する。 

(事務局) 

第６条 検討委員会、ワーキンググループの事務局は、市民福祉部福祉総務課に置く。 

(委任) 

第７条 この訓令に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が

その都度定める。 

附 則 

この訓令は、平成 18 年８月１日から施行する。 

附 則(平成 19 年３月 23 日訓令甲第３号) 

この訓令は、平成 19 年４月 1 日から施行する。 

 

  別表第１(第３条関係) 

 

 市民福祉部長 

 市民課長 

 福祉総務課長 

 高齢福祉課長 

 障害福祉課長 

 児童福祉課長 

 健康課長 

 海津苑所長 

 サンリバー松風苑施設長 

 サンリバーはつらつ事務長 

 企画政策課長 

 消防課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

  別表第２(第５条関係) 

 

 市民課 

 福祉総務課 

 高齢福祉課 

 障害福祉課 

 児童福祉課 

 健康課 

 海津苑 

 サンリバー松風苑 

 サンリバーはつらつ 

 企画政策課 

 消防課 

 社会福祉法人海津市社会福祉協議会 

 地域包括支援センター 
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（３）海津市地域福祉計画市民福祉会議設置規程 

平成 18 年 12 月 22 日 

（設 置） 

第１条 海津市における総合的な地域福祉の推進を図るための計画（以下「計画」という。）

の策定にあたり、市民の意見を計画に反映させるため、海津市地域福祉計画市民福祉会議

（以下「市民福祉会議」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 市民福祉会議は、主として市の地域福祉における市民としての援助の在り方、方

策等について意見交換及び討議し、その結果を市長に報告する。 

（組 織） 

第３条 市民福祉会議は、20 人以内で組織する。 

２ 委員は、広報等により公募するものとし、委嘱は行わない。 

（任 期） 

第４条 委員の任期は、第２条の報告が終了したときまでとする。 

（部 会） 

第５条 市民福祉会議に部門別の部会を置くことができる。 

２  各部会には、部会員の互選により部会長を置き、部会長は部会を代表し会務を総理する。 

３ 部門別の部会及び検討内容については、委員が合議の上定める。 

（運営及び事務局） 

第６条 市民福祉会議（部会を含む）は、福祉総務課が事務局となり運営を行うものとする。 

２ 事務局は、委員が作成した議事要旨をまとめる。 

３ 事務局は、市民福祉会議に資料、情報等を提供し、必要に応じて担当職員を派遣し、

又は外部アドバイザーを招聘する。 

（報酬、旅費等） 

第７条 委員には、報酬、旅費を支給しない。 

（公開の原則） 

第８条 市民福祉会議の議事要旨及び市長への報告内容は、個人情報に関するもの等を扱

う場合を除き、必要に応じて市民に公開することができるものとする。 

（補 足） 

第９条 この規程に定めるもののほか、市民福祉会議の議事、運営に関し必要な 事項は、

別に定める。 

附 則 

 この規程は、平成 18 年 12 月 22 日から施行し平成 18 年 10 月１日から適用する。 
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６．地域福祉計画策定のための各種委員会委員名簿 

 

（１）海津市地域福祉計画策定委員 

（敬称略） 

区  分 氏  名 所  属 任期（平成年月日）

①住民団体関係者 

          ２名 

中島 健壽 

菱田  健 

桑原 文子 

 海津市老人クラブ連合会長 

   〃 

 海津市食生活改善協議会長 

18.8.1～19.5.14 

19.5.15～20.3.31

18.8.1～20.3.31 

②市議会議員 

          １名 

伊藤 善朗 

渡辺 光明 

 海津市議会文教福祉常任委員長 

   〃 

18.8.1～18.10.3 

18.10.4～20.3.31

 

③学識経験者 

          ４名 

山田  壮志郎 

小山   豊 

水谷 捨巳 

伊藤  常行 

林  幹雄 

小山   豊 

 岐阜経済大学専任講師        

 海津市自治連合会会長 

   〃 

 海津市自治連合会副会長 

 海津市自治連合会副会長 

   〃 

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～19.4.30 

19.5.1～20.3.31 

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～19.4.30 

19.5.1～20.3.31 

④保健医療関係者 

          ２名 

大井  益一 

木村 泰夫 

 海津市医師会長 

 海津市歯科医師会長 

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～20.3.31 

⑤福祉関係者 

          ９名 

島  俊雄 

川口 孝臣 

近藤 昇司 

瀬古 幸衛 

田中 由美子 

加藤 邦英 

 

河村 淑子 

伊藤 美貴子 

永松  洸 

松岡 茂樹 

 海津市保育協会会長 

      〃 

 海津市社会福祉協議会 

 海津市民児協会長 

 NPO法人「まごの手クラブ」理事長

介護老人福祉施設「長寿の里」・南濃施設長 

 

 海津市ボランティア連絡協議会長 

 海津市赤十字奉仕団委員長 

 海津市子ども会連絡協議会長 

 財団法人岐阜県身体障害者福祉協会
 海津支部長 

18.8.1～19.5.16 

19.5.17～20.3.31

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～20.3.31 

 

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～20.3.31 

18.8.1～20.3.31 

⑥行政機関関係者 大倉 富夫 

佐藤 博章 

 海津市民福祉部長  

   〃 

18.8.1～19.3.31 

19.4.1～20.3.31 

⑦学校教育関係者 

           １名 

伊藤 洋子  海津市教育委員代表者 

 

18.8.1～20.3.31 
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（２）海津市地域福祉計画検討委員会委員 

 

所  属 職  名 平成 18 年８月１日以降 平成 19 年４月１日以降

市民福祉部 部長 大倉 富夫 佐藤 博章 

市民課 課長 安藤 勉 伊藤 恵二 

福祉総務課 課長 大倉 明男  後藤 昌司 

高齢福祉課 課長 鈴木 里美 鈴木 里美 

障害福祉課 課長 後藤 昌司 木村 元康 

児童福祉課 課長 平野 敏 平野 敏 

健康課 課長 高木 伊吉 安達 博司 

海津苑 所長 伊藤 直次 水谷 辰巳 

サンリバー松風苑 施設長 伊藤紋三郎 伊藤紋三郎 

サンリバーはつらつ 事務長 安達 和光 安達 和光 

まちづくり推進課 課長 三木 孝典 － 

企画政策課 課長 － 三木 孝典 

消防課 課長 谷口 豊明 大井 吉幸 

 

（ワーキンググループ） 

所  属 平成18年８月１日以降 平成 19 年４月１日以降 

市民課 主幹 伊藤  一 主幹 伊藤  一 

福祉総務課 係長 金森 健吉 係長 安立 文浩 

高齢福祉課 課長補佐 伊藤 精治 係長 金森 健吉 

障害福祉課 課長補佐 福島 謙治 係長 山本 明美 

児童福祉課 主幹 岡田 建治 課長補佐 松岡 一則 

健康課 係長 田中喜代美 係長 田中喜代美 

海津苑 係長 丹羽 雅也 係長 丹羽 雅也 

サンリバー松風苑 係長 河合 弘子 課長補佐 高木 春世 

サンリバーはつらつ 課長補佐 高木 勝浩 課長補佐 高木 勝浩 

まちづくり推進課 課長補佐 服部 尚美 係長 寺村 典久 

消防課 課長補佐 丹羽 邦彰 課長補佐 丹羽 邦彰 

社会福祉協議会 係長 森  浩晃 係長 森  浩晃 

地域包括支援センター 係長 高木 千春 係長 高木 千春 



 

 111

参加委員名 団　　　　体　　　　名 参加委員名 団　　　　体　　　　名 参加委員名

豊田　幸子 海津市赤十字奉仕団 古川　光子 AN 田尻サヨ子

伊藤たまえ ゆう・優 児玉孝子 ゆう・優 毛利泰子

先山忠子 食生活改善協議会南濃支部 小山　美保 食生活改善協議会平田支部 橋本美江子

小栗　幸子 みどり 市田　昭子 みどり 高木五十鈴

小山　治代 わかば 岡田美枝子 つくし会 野口　政子

安江　聖子 つくし会 山根　由子 海津カットボランティア 山森　ゆみ

高御堂喜代子 海津カットボランティア 栗林ツギ子 ひなたぼっこ 近藤　昌子

森　　　照美 ひなたぼっこ 伊藤由比子 心をつなぐ会 藤木　正人

藤田　重紀 心をつなぐ会 石井　徹郎 仲良しグループ 伊藤　みゑ

三田　道代 仲良しグループ 松岡シズ子 志津新田ふれあいサロン 堀田　文子

高木　久見 海津地区福祉推進委員 下田　博暉 海津地区福祉推進委員 菱田　明子

安田眞智子
セーフティサポート
コミュニティ平田

長谷川龍雄
セーフティサポート
コミュニティ平田

赤尾　俊春

中島　　健 志津ふれあいサロン 森　　節子 志津ふれあいサロン 高木　正子

大倉とみ子 藤田　良博 志津ふれあいサロン 川添　敏弘

堀田　実生 佐橋　和子 伊藤　国男

松本　久子 やまびこ 中西　幸子 伊藤　恵子

志津ふれあいサロン

団　　　　体　　　　名

食生活改善協議会平田支部

AN

食生活改善協議会南濃支部

わかば

ひなたぼっこ

心をつなぐ会

仲良しグループ

セーフティサポート
コミュニティ平田

志津新田ふれあいサロン

海津地区福祉推進委員

第３部会／やすらぎ

アジア障害者の会

南濃北部地区
防犯パトロール隊

第１部会／ヤッホー 第２部会／やまびこ

南濃北部地区
防犯パトロール隊

やまびこ

つくし会

海津カットボランティア

（３）市民福祉会議公募委員 

（敬称略） 

第１部会 氏  名 第２部会 氏  名 第３部会 氏  名 

高木 健一 諏訪伊三次 浅井 玉恵 

駒井  聖 河合久美子 飯田かゆ美 

福井 路子 伊藤千代子 渡邊 喜紘 

永井智恵美 谷  清子 加々本佐知子 

きらり会 

近藤 直子 佐藤 羊子 早川登代子 

  伊藤啓二郎 岩田 城士 

   

快会の会

馬場みちよ 

そうかい

大井 昌代 

 

 

 

 

（４）ボランティア連絡協議会のワークショップ会議参加者 

（敬称略） 
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（５）民生委員児童委員協議会のワークショップ会議参加者 

（敬称略） 

地区 氏  名 地区 氏  名 地区 氏  名 

加藤 龍平 森  武之 宇佐美 傅 

古川 逸子 酒井  清 眞野喜美子 

伊藤  修 水谷佐和子 森  義彦 

丹羽 敏幸 伊藤 正雄 山田 正子 

森山  定 小野 富子 古川 順子 

海
津
／
カ
エ
ル
ク
ラ
ブ 

伊藤由美子 

平
田
／
こ
ん
平
田 

河合久美子 木村加代子 

      

南
濃
／
フ
ル
ー
ツ 

藤田佐喜子 

 

 

（６）岐阜県立海津明誠高等学校のワークショップ会議参加者 

（敬称略） 

第１グループ／濃尾平野 第２グループ／Colorful 

学年 科 名 氏 名 学年 科 名 氏 名 

１年 普通科 後藤 大典 １年 普通科 高木 翔大 

１年 普通科 松本 泰之 １年 普通科 森  千裕 

１年 生活福祉科 西脇 麻耶 １年 普通科 戸島 美月 

１年 生活福祉科 丸藻 美奈 １年 生活福祉科 菱田 麻里 

１年 普通科 林  源太 １年 生活福祉科 板谷 幸恵 

２年 生活福祉科 野崎 沙季 ２年 生活福祉科 新井 常代 

２年 生活福祉科 藤田亜由美 ２年 生活福祉科 桐山  忍 

２年 生活福祉科 古川 愛子 ２年 生活福祉科 加藤梨恵子 

３年 生活福祉科 三輪亜緒衣 ３年 生活福祉科 棚橋 美輝 

３年 生活福祉科 水谷亜里沙 ３年 生活福祉科 服部 恵子 

３年 情報処理科 伊藤実佳子 ３年 生活福祉科 奥田 有香 

 

 

 


